
議

案

第

七

十

号

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

二

十

年

十

一

月

二

十

二

日提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。第

十

八

条

中

「

、

寄

附

金

控

除

額

」

を

削

る

。

第

二

十

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

寄

附

金

税

額

控

除

）

第

二

十

条

の

二

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

前

年

中

に

次

に

掲

げ

る

寄

附

金

を

支

出

し

、

当

該

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

（

当

該

合

計

額

が

前

年

の

総

所

得

金

額

、

退

職

所

得

金

額

及

び

山

林

所

得

金

額

の

合

計

額

の

百

分

の

三

十

に

相

当

す

る

金

額

を

超

え

る

場

合

に

は

、

当

該

百

分

の

三

十

に

相

当

す

る

金

額

）

が

五

千

円

を

超

え

る

場

合

に

は

、

そ

の

超

え

る

金

額

の

百

分

の

六

に

相

当

す

る

金

額

（

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

第

一

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

を

支

出

し

、

当

該

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

が

五

千

円

を

超

え

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

百

分

の

六

に

相

当

す

る

金

額

に

特

例

控

除

額

を

加

算

し

た

金

額

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

控

除

額

」

と

い

う

。

）

を

そ

の

者

の

前

二

条

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

控

除

額

が

当

該

所

得

割

の

額

を

超

え

る

と



き

は

、

当

該

控

除

額

は

、

当

該

所

得

割

の

額

に

相

当

す

る

金

額

と

す

る

。

一

都

道

府

県

、

市

町

村

又

は

特

別

区

に

対

す

る

寄

附

金

（

当

該

納

税

義

務

者

が

そ

の

寄

附

に

よ

つ

て

設

け

ら

れ

た

設

備

を

専

属

的

に

利

用

す

る

こ

と

そ

の

他

特

別

の

利

益

が

当

該

納

税

義

務

者

に

及

ぶ

と

認

め

ら

れ

る

も

の

を

除

く

。

）

二

社

会

福

祉

法

（

昭

和

二

十

六

年

法

律

第

四

十

五

号

）

第

百

十

三

条

第

二

項

に

規

定

す

る

共

同

募

金

会

（

そ

の

主

た

る

事

務

所

を

都

内

に

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

に

対

す

る

寄

附

金

又

は

日

本

赤

十

字

社

に

対

す

る

寄

附

金

（

都

内

に

事

務

所

を

有

す

る

日

本

赤

十

字

社

の

支

部

に

お

い

て

収

納

さ

れ

た

も

の

に

限

る

。

）

で

、

地

方

税

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

二

百

四

十

五

号

。

以

下

「

令

」

と

い

う

。

）

第

七

条

の

十

七

各

号

の

規

定

に

よ

り

定

め

る

も

の

２

前

項

の

特

例

控

除

額

は

、

同

項

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

出

し

た

同

項

第

一

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

の

う

ち

五

千

円

を

超

え

る

金

額

に

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

金

額

の

五

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

（

当

該

金

額

が

当

該

納

税

義

務

者

の

前

二

条

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

の

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

）

と

す

る

。

一

当

該

納

税

義

務

者

が

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

総

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

課

税

総

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

課

税

総

所

得

金

額

か

ら

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

前

条

第

一

号

イ

に

掲

げ

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

人

的

控

除

差

調

整

額

」

と

い

う

。

）

を

控

除

し

た

金

額

が

零

以

上

で

あ

る

と

き

当

該

控

除

後

の

金

額

に

つ

い

て

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合



百

九

十

五

万

円

以

下

の

金

額

百

分

の

八

十

五

百

九

十

五

万

円

を

超

え

三

百

三

十

万

円

以

下

の

金

額

百

分

の

八

十

三

百

三

十

万

円

を

超

え

六

百

九

十

五

万

円

以

下

の

金

額

百

分

の

七

十

六

百

九

十

五

万

円

を

超

え

九

百

万

円

以

下

の

金

額

百

分

の

六

十

七

九

百

万

円

を

超

え

千

八

百

万

円

以

下

の

金

額

百

分

の

五

十

七

千

八

百

万

円

を

超

え

る

金

額

百

分

の

五

十

二

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

総

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

課

税

総

所

得

金

額

か

ら

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

人

的

控

除

差

調

整

額

を

控

除

し

た

金

額

が

零

を

下

回

る

と

き

で

あ

つ

て

、

当

該

納

税

義

務

者

が

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

山

林

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

課

税

山

林

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

及

び

同

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

退

職

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

課

税

退

職

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

を

有

し

な

い

と

き

百

分

の

九

十

三

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

総

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

当

該

課

税

総

所

得

金

額

か

ら

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

人

的

控

除

差

調

整

額

を

控

除

し

た

金

額

が

零

を

下

回

る

と

き

又

は

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

総

所

得

金

額

を

有

し

な

い

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

山

林

所

得

金

額

又

は

課

税

退

職

所

得

金

額

を

有

す

る

と

き

次

の

イ

又

は

ロ

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

イ

又

は

ロ

に

定

め

る

割

合

（

イ

及

び

ロ

に

掲

げ

る

場

合

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

と

き

は

、

当

該

イ

又

は

ロ

に

定

め

る

割

合

の

う

ち

い

ず

れ

か

低

い

割

合

）

イ

課

税

山

林

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

山

林

所

得

金

額

の

五

分

の

一

に

相

当

す

る

金

額

に

つ

い

て

、

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に



掲

げ

る

割

合

ロ

課

税

退

職

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

退

職

所

得

金

額

に

つ

い

て

、

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

第

二

十

一

条

中

「

外

国

の

所

得

税

等

」

を

「

法

第

三

百

十

四

条

の

八

に

規

定

す

る

外

国

の

所

得

税

等

」

に

、

「

法

第

三

百

十

四

条

の

七

及

び

地

方

税

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

二

百

四

十

五

号

。

以

下

「

令

」

と

い

う

。

）

」

を

「

同

条

及

び

令

」

に

、

「

前

二

条

」

を

「

前

三

条

」

に

改

め

る

。

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

前

三

条

」

を

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

第

三

十

七

条

の

三

」

を

「

第

三

十

七

条

の

四

」

に

改

め

る

。

第

二

十

四

条

第

一

項

た

だ

し

書

中

「

、

医

療

費

控

除

額

若

し

く

は

寄

附

金

控

除

額

」

を

「

若

し

く

は

医

療

費

控

除

額

」

に

、

「

若

し

く

は

同

条

第

九

項

」

を

「

、

同

条

第

九

項

」

に

改

め

、

「

雑

損

失

の

金

額

の

控

除

」

の

下

に

「

若

し

く

は

第

二

十

条

の

二

の

規

定

に

よ

つ

て

控

除

す

べ

き

金

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

寄

附

金

税

額

控

除

額

」

と

い

う

。

）

の

控

除

」

を

加

え

、

同

条

第

四

項

中

「

、

医

療

費

控

除

額

若

し

く

は

寄

附

金

控

除

額

」

を

「

若

し

く

は

医

療

費

控

除

額

」

に

、

「

又

は

同

条

第

九

項

」

を

「

、

同

条

第

九

項

」

に

改

め

、

「

雑

損

失

の

金

額

の

控

除

」

の

下

に

「

又

は

寄

附

金

税

額

控

除

額

の

控

除

」

を

加

え

、

同

条

第

六

項

中

「

給

与

所

得

に

」

を

「

給

与

所

得

若

し

く

は

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

」

に

改

め

、

同

条

第

七

項

中

「

ま

た

は

」

を

「

又

は

」

に

改

め

る

。

第

二

十

八

条

第

一

項

中

「

ま

た

は

」

を

「

、

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

、

第

三

十

六

条

の

五

又

は

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

あ

わ

せ

て

」

を

「

併

せ

て

」

に

改

め

る

。

第

三

十

条

中

「

第

三

十

六

条

第

一

項

」

の

下

に

「

又

は

第

三

十

六

条

の

六

第

一

項

」

を

加

え

る

。

第

三

十

三

条

の

見

出

し

中

「

区

民

税

」

を

「

給

与

所

得

に

係

る

区

民

税

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中



「

納

税

義

務

者

が

」

の

下

に

「

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

」

を

加

え

、

「

当

該

年

度

の

初

日

」

を

「

同

日

」

に

、

「

次

の

各

号

に

」

を

「

次

に

」

に

、

「

者

を

」

を

「

も

の

を

」

に

、

「

本

条

」

を

「

こ

の

条

」

に

、

「

か

か

る

」

を

「

係

る

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

給

与

所

得

以

外

」

を

「

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

」

に

、

「

か

か

る

」

を

「

係

る

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

を

同

条

第

五

項

と

し

、

同

条

第

三

項

中

「

本

項

」

を

「

こ

の

項

」

に

、

「

か

か

る

」

を

「

係

る

」

に

、

「

す

で

に

」

を

「

既

に

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

条

第

二

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

３

前

項

本

文

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

所

得

者

の

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

と

な

つ

た

後

に

お

い

て

、

当

該

給

与

所

得

者

に

つ

い

て

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

適

当

で

な

い

と

認

め

ら

れ

る

特

別

の

事

情

が

生

じ

た

た

め

当

該

給

与

所

得

者

か

ら

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

こ

と

と

さ

れ

た

い

旨

の

申

出

が

あ

つ

た

場

合

で

そ

の

事

情

が

や

む

を

得

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

区

長

は

、

当

該

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

で

ま

だ

特

別

徴

収

に

よ

り

徴

収

し

て

い

な

い

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

第

三

十

四

条

の

見

出

し

を

「

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

義

務

者

の

指

定

等

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

か

か

る

」

を

「

係

る

」

に

、

「

ま

た

は

」

を

「

又

は

」

に

、

「

あ

る

者

」

を

「

あ

る

も

の

」

に

、

「

前

条

第

三

項

」

を

「

前

条

第

四

項

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

特

別

徴

収

税

額

」

を

「

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

に

改

め

る

。



第

三

十

五

条

の

見

出

し

中

「

特

別

徴

収

税

額

」

を

「

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

に

改

め

る

。

第

三

十

五

条

の

二

の

見

出

し

中

「

特

別

徴

収

税

額

」

を

「

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

に

改

め

、

同

条

中

「

本

条

」

を

「

こ

の

条

」

に

、

「

特

別

徴

収

税

額

」

を

「

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

に

改

め

る

。

第

三

十

六

条

の

見

出

し

を

「

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

の

普

通

徴

収

税

額

へ

の

繰

入

れ

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

よ

り

区

民

税

」

を

「

よ

り

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

に

、

「

同

条

」

を

「

同

項

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

特

別

徴

収

税

額

」

を

「

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

に

、

「

か

か

る

」

を

「

係

る

」

に

、

「

す

で

に

」

を

「

既

に

」

に

、

「

こ

え

る

」

を

「

超

え

る

」

に

、

「

ま

た

は

」

を

「

又

は

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

五

条

を

加

え

る

。

（

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

）

第

三

十

六

条

の

二

区

民

税

の

納

税

義

務

者

が

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

前

年

中

に

お

い

て

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

け

た

者

で

あ

り

、

か

つ

、

同

日

に

お

い

て

老

齢

等

年

金

給

付

（

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

二

第

一

項

の

老

齢

等

年

金

給

付

を

い

う

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

支

払

を

受

け

て

い

る

年

齢

六

十

五

歳

以

上

の

者

（

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

著

し

く

困

難

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

も

の

と

し

て

次

に

掲

げ

る

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

（

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

均

等

割

額

を

第

三

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

。

以

下

こ

の

条

及

び

第

三

十

六

条

の

五

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

（

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

と

い

う

。

）



を

当

該

年

度

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

支

払

わ

れ

る

老

齢

等

年

金

給

付

か

ら

当

該

老

齢

等

年

金

給

付

の

支

払

の

際

に

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

一

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

一

月

一

日

以

後

引

き

続

き

区

の

区

域

内

に

住

所

を

有

す

る

者

で

な

い

者

二

当

該

年

度

分

の

老

齢

等

年

金

給

付

の

年

額

が

十

八

万

円

未

満

で

あ

る

者

そ

の

他

の

区

の

行

う

介

護

保

険

の

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

百

三

十

五

条

第

五

項

に

規

定

す

る

特

別

徴

収

対

象

被

保

険

者

で

な

い

者

三

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

と

し

た

場

合

に

は

当

該

年

度

に

お

い

て

当

該

老

齢

等

年

金

給

付

の

支

払

を

受

け

な

い

こ

と

と

な

る

と

認

め

ら

れ

る

者

２

前

項

の

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

、

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

前

年

中

の

所

得

に

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

が

あ

る

場

合

（

第

三

十

三

条

第

二

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

い

て

は

、

当

該

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

前

項

の

規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

に

加

算

し

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

３

第

一

項

の

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

対

し

て

課

す

る

区

民

税

の

う

ち

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

か

ら

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

控

除

し

た

額

を

第

二

十

九

条

第

一

項

の

納

期

の

う

ち

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

到

来

す

る

も

の

に

お

い

て

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

（

特

別

徴

収

義

務

者

）



第

三

十

六

条

の

三

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

所

得

割

額

を

加

算

し

た

額

と

す

る

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

対

し

て

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

（

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

四

第

二

項

の

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

を

い

う

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

支

払

を

す

る

者

（

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

年

金

保

険

者

」

と

い

う

。

）

と

す

る

。

（

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

の

納

入

の

義

務

）

第

三

十

六

条

の

四

年

金

保

険

者

は

、

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

を

徴

収

し

た

月

の

翌

月

十

日

ま

で

に

、

そ

の

徴

収

し

た

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

を

納

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

は

、

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

き

、

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

係

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

の

回

数

で

除

し

て

得

た

額

と

す

る

。

（

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

等

）

第

三

十

六

条

の

五

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

前

年

の

十

月

一

日

か

ら

そ

の

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

の

際

、

前

条

第

二

項

の

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

を

徴

収

さ

れ

て

い

た

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

、

老

齢

等

年

金

給

付

が

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

支

払

わ

れ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等



割

額

の

合

算

額

と

し

て

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

（

当

該

年

度

の

前

年

度

に

お

い

て

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

当

該

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

に

加

算

し

た

所

得

割

額

が

あ

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

所

得

割

額

を

控

除

し

た

額

）

に

相

当

す

る

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

、

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

を

す

る

際

、

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

２

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

前

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

が

行

わ

れ

た

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

は

、

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

同

項

及

び

同

条

第

二

項

並

び

に

第

三

十

六

条

の

三

及

び

前

条

の

規

定

の

適

用

に

あ

つ

て

は

、

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

中

「

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

か

ら

第

三

十

六

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す

る

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

控

除

し

た

額

」

と

し

、

同

条

第

三

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

３

第

三

十

六

条

の

三

及

び

前

条

の

規

定

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

規

定

中

「

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

と

あ

る

の

は

「

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

」

と

、

第

三

十

六

条

の

三

中

「

前

条

第

一

項

」

と

あ

る

の

は

「

第

三

十

六

条

の

五

第

一

項

」

と

、

「

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

所

得

割

額

を

加

算

し

た

額

と

す

る

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

と

あ

る

の

は

「

（

同

項

に

規

定

す

る

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

」

と

、

前

条

第

一

項

及

び

第

二

項

中

「

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

」

と

あ

る

の

は

「

支

払

回

数

割

仮

特

別

徴

収

税

額

」

と

、

同

項

中



「

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

」

と

あ

る

の

は

「

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

（

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

等

の

普

通

徴

収

税

額

へ

の

繰

入

れ

）

第

三

十

六

条

の

六

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

七

第

一

項

又

は

第

三

項

（

こ

れ

ら

の

規

定

を

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

八

第

三

項

に

お

い

て

読

み

替

え

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

金

額

に

相

当

す

る

税

額

は

、

そ

の

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

日

以

後

に

お

い

て

到

来

す

る

第

二

十

九

条

第

一

項

の

納

期

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

そ

の

そ

れ

ぞ

れ

の

納

期

に

お

い

て

、

そ

の

日

以

後

に

到

来

す

る

同

項

の

納

期

が

な

い

場

合

に

お

い

て

は

直

ち

に

、

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

２

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

七

第

三

項

（

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

八

第

三

項

に

お

い

て

読

み

替

え

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

、

既

に

特

別

徴

収

義

務

者

か

ら

区

に

納

入

さ

れ

た

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

が

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

か

ら

徴

収

す

べ

き

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

超

え

る

場

合

（

徴

収

す

べ

き

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

が

な

い

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

未

納

に

係

る

徴

収

金

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

過

納

又

は

誤

納

に

係

る

税

額

は

、

法

第

十

七

条

の

二

の

規

定

に

よ

つ

て

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

未

納

に

係

る

徴

収

金

に

充

当

す

る

。

附

則

第

二

条

の

二

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。



（

公

益

法

人

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

二

条

の

二

の

二

当

分

の

間

、

租

税

特

別

措

置

法

（

昭

和

三

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

四

十

条

第

三

項

後

段

（

同

条

第

六

項

か

ら

第

九

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

み

な

し

て

適

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

の

適

用

を

受

け

た

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

公

益

法

人

等

（

同

条

第

六

項

か

ら

第

九

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

特

定

贈

与

等

に

係

る

公

益

法

人

等

と

み

な

さ

れ

る

法

人

を

含

む

。

）

を

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

贈

与

又

は

遺

贈

を

行

つ

た

個

人

と

み

な

し

て

、

令

附

則

第

三

条

の

二

の

三

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

こ

れ

に

同

項

に

規

定

す

る

財

産

（

同

法

第

四

十

条

第

六

項

か

ら

第

九

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

特

定

贈

与

等

に

係

る

財

産

と

み

な

さ

れ

る

資

産

を

含

む

。

）

に

係

る

山

林

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

附

則

第

二

条

の

三

第

三

項

中

「

前

三

条

」

を

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

に

改

め

る

。

附

則

第

三

条

第

三

項

中

「

（

昭

和

三

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

」

を

削

る

。

附

則

第

三

条

の

三

第

二

項

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

を

「

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

同

項

」

を

「

第

二

十

一

条

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

同

項

中

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

及

び

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。

附

則

第

三

条

の

五

第

二

項

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

を

「

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

同

項

」

を

「

第

二

十

一

条

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

附

則

第

三

条

の

四

第

一

項

」

を

「

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

と

、

同

項

中

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。



（

寄

附

金

税

額

控

除

に

お

け

る

特

例

控

除

額

の

特

例

）

第

三

条

の

六

第

二

十

条

の

二

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

同

条

第

二

項

第

二

号

若

し

く

は

第

三

号

に

掲

げ

る

場

合

に

該

当

す

る

場

合

又

は

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

総

所

得

金

額

、

課

税

退

職

所

得

金

額

及

び

課

税

山

林

所

得

金

額

を

有

し

な

い

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

、

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

九

条

第

一

項

、

附

則

第

十

条

第

一

項

、

附

則

第

十

二

条

第

一

項

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

又

は

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

と

き

は

、

第

二

十

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

特

例

控

除

額

は

、

同

項

第

二

号

及

び

第

三

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

出

し

た

同

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

の

う

ち

五

千

円

を

超

え

る

金

額

に

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

（

当

該

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

二

以

上

に

該

当

す

る

と

き

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

の

う

ち

最

も

低

い

割

合

）

を

乗

じ

て

得

た

金

額

の

五

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

（

当

該

金

額

が

当

該

納

税

義

務

者

の

第

十

九

条

及

び

第

二

十

条

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

の

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

）

と

す

る

。

一

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

山

林

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

山

林

所

得

金

額

の

五

分

の

一

に

相

当

す

る

金

額

に

つ

い

て

、

第

二

十

条

の

二

第

二

項

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

二

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

退

職

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

退

職

所

得

金

額

に

つ

い

て

、

第

二

十

条

の

二

第

二

項

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

三

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

百

分

の

五

十



四

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

百

分

の

六

十

五

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

十

条

第

一

項

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

又

は

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

百

分

の

七

十

五

附

則

第

四

条

第

一

項

中

「

平

成

二

十

一

年

度

」

を

「

平

成

二

十

四

年

度

」

に

、

「

免

税

対

象

飼

育

牛

で

あ

る

場

合

」

を

「

免

税

対

象

飼

育

牛

（

次

項

に

お

い

て

「

免

税

対

象

飼

育

牛

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

場

合

（

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

の

頭

数

の

合

計

が

二

千

頭

以

内

で

あ

る

場

合

に

限

る

。

）

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

同

項

に

規

定

す

る

」

を

削

り

、

「

も

の

が

含

ま

れ

て

い

る

」

を

「

も

の

又

は

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

す

る

肉

用

牛

の

頭

数

の

合

計

が

二

千

頭

を

超

え

る

場

合

の

当

該

超

え

る

部

分

の

免

税

対

象

飼

育

牛

が

含

ま

れ

て

い

る

」

に

、

「

及

び

前

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

第

二

十

五

条

第

二

項

第

一

号

」

を

「

第

二

十

五

条

第

二

項

第

二

号

」

に

、

「

及

び

前

条

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

前

条

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

前

三

条

」

を

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

に

改

め

る

。

附

則

第

七

条

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

（

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

七

条

当

分

の

間

、

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

八

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

配

当

等

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

の

配

当

等

」

と

い

う

。

）

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

の

支

払

を

受

け

る

べ

き

年

の

翌

年

の

四

月

一

日

の

属

す

る

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

き

こ

の

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

旨

の

記

載

の

あ

る

第

十

六

条

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

た

と

き

は

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

は

、

同



条

第

一

項

及

び

第

二

項

並

び

に

第

十

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

前

年

中

の

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

（

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

（

第

三

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

）

の

百

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

２

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

第

十

六

条

第

一

項

及

び

第

二

項

並

び

に

第

十

九

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

た

場

合

に

は

、

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

他

の

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

、

前

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

総

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

総

所

得

金

額

、

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

す

る

。

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項



後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

三

第

二

十

二

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

ま

た

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

又

は

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

、

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

、

山

林

所

得

金

額

若

し

く

は

租

税

特

別

措

置

法

第

八

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

す

る

。

四

附

則

第

二

条

の

三

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

山

林

所

得

金

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

、

同

条

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。

附

則

第

九

条

第

三

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は



「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

条

第

三

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

二

条

第

五

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る



の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

三

条

第

一

項

中

「

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

」

を

削

り

、

同

条

第

二

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

三

条

の

二

第

二

項

中

「

特

定

管

理

口

座

）

に

」

の

下

に

「

係

る

同

項

に

規

定

す

る

振

替

口

座

簿

に

記

載

若

し

く

は

記

録

が

さ

れ

、

又

は

特

定

管

理

口

座

に

」

を

加

え

る

。

附

則

第

十

三

条

の

三

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第

十

三

条

の

三

削

除

附

則

第

十

三

条

の

五

の

見

出

し

中

「

譲

渡

損

失

の

」

の

下

に

「

損

益

通

算

及

び

」

を

加

え

、

同

条

第

四

項

中

「

第

一

項

の

規

定

の

適

用

」

を

「

第

四

項

の

規

定

の

適

用

」

に

、

「

第

三

十

七

条

の

十

二

の

二

第

五

項

」

を

「

第

三

十

七

条

の

十

二

の

二

第

十

一

項

」

に

、

「

附

則

第

十

三

条

の

五

第

三

項

」

を

「

附

則

第

十

三

条

の

六

第

六

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

七

項

と

し

、

同

条

第

三

項

中

「

第

一

項

の

規

定

」

を

「

第



四

項

の

規

定

」

に

、

「

附

則

第

十

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

六

項

と

し

、

同

条

第

二

項

を

削

り

、

同

条

第

一

項

中

「

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

八

項

」

を

「

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

十

六

項

」

に

、

「

こ

の

条

」

を

「

こ

の

項

」

に

、

「

第

三

項

」

を

「

第

六

項

」

に

改

め

、

「

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

の

下

に

「

及

び

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

（

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

）

」

を

加

え

、

同

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

５

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

則

第

七

条

第

一

項

及

び

第

二

項

並

び

に

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

第

一

項

中

「

配

当

所

得

の

金

額

（

以

下

」

と

あ

る

の

は

「

配

当

所

得

の

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

以

下

」

と

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

と

し

、

」

と

す

る

。

附

則

第

十

三

条

の

五

に

第

一

項

か

ら

第

三

項

ま

で

と

し

て

次

の

三

項

を

加

え

る

。

所

得

割

の

納

税

義

務

者

の

平

成

二

十

二

年

度

分

以

後

の

各

年

度

分

の

法

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

十

二

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

生

じ

た

年

の

末

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

た

第

二

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

し

た

場

合

（

区

長

に

お

い

て

や

む

を

得

な

い

事

情

が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

は

、

当

該

申

告

書

を

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

し

た

場

合

を

含

む

。

）

に



限

り

、

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

の

計

算

上

控

除

す

る

。

２

前

項

の

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

同

項

の

規

定

に

よ

り

申

告

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

う

ち

に

法

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

五

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

義

務

者

が

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

つ

い

て

徴

収

し

て

納

入

す

べ

き

都

民

税

の

配

当

割

の

額

の

計

算

上

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

の

額

か

ら

控

除

し

た

同

項

各

号

に

掲

げ

る

損

失

の

金

額

が

あ

る

場

合

に

は

、

第

十

六

条

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

行

う

も

の

と

す

る

。

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

則

第

七

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

配

当

所

得

の

金

額

（

以

下

」

と

あ

る

の

は

、

「

配

当

所

得

の

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

以

下

」

と

す

る

。

附

則

第

十

三

条

の

五

を

附

則

第

十

三

条

の

六

と

し

、

附

則

第

十

三

条

の

四

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

区

民

税

の

所

得

計

算

の

特

例

）

第

十

三

条

の

五

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

六

第

一

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

（

以

下

こ

の

条

及

び

次

条

に

お

い

て

「

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

令

附

則

第

十

八

条

の

四

の

二

第

十

項

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

と

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

以

外

の

配

当

等

（

所

得

税

法

第

二

十

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

配

当

等

を

い

う

。

）

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

と

を

区

分

し

て

、

こ

れ

ら

の

金

額

を

計

算

す

る

も

の

と

す

る

。

２

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

第

十

六

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

そ

の

有

す

る

源

泉

徴

収

選

択



口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

し

た

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

す

る

場

合

に

は

、

当

該

申

告

書

に

は

、

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

（

以

下

次

条

に

お

い

て

「

源

泉

徴

収

選

択

口

座

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

行

う

も

の

と

す

る

。

附

則

第

十

四

条

第

四

項

中

「

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

」

を

削

り

、

「

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

」

を

「

、

同

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

、

」

に

改

め

、

「

と

、

附

則

第

十

三

条

の

三

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

」

を

削

る

。

附

則

第

十

四

条

の

二

第

二

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

四

条

の

四

第

二

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、



第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

、

「

と

あ

る

の

は

、

」

を

「

と

あ

る

の

は

」

に

、

「

と

す

る

」

を

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

（

平

成

二

十

一

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

三

）

」

及

び

「

（

同

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

一

・

八

）

」

を

削

り

、

同

条

第

五

項

第

二

号

中

「

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

で

」

を

「

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

」

に

、

「

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

を

「

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

」

に

、

「

こ

れ

ら

の

規

定

」

を

「

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

に

改

め

、

「

の

所

得

割

の

額

」

」

の

下

に

「

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

」

を

加

え

、

同

条

第

六

項

中

「

第

三

十

七

条

の

三

」

を

「

第

三

十

七

条

の

四

」



に

改

め

る

。

附

則

第

十

四

条

の

五

第

二

項

中

「

医

療

費

控

除

額

」

」

を

「

若

し

く

は

医

療

費

控

除

額

」

」

に

、

「

医

療

費

控

除

額

、

社

会

保

険

料

控

除

額

」

を

「

、

医

療

費

控

除

額

若

し

く

は

社

会

保

険

料

控

除

額

」

に

改

め

る

。

附

則

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。

一

第

二

十

四

条

第

六

項

の

改

正

規

定

及

び

附

則

第

十

四

条

第

四

項

の

改

正

規

定

並

び

に

次

条

第

一

項

の

規

定

公

布

の

日

二

附

則

第

十

四

条

の

四

の

改

正

規

定

（

第

三

項

の

改

正

規

定

に

限

る

。

）

並

び

に

次

条

第

二

十

項

及

び

第

二

十

一

項

の

規

定

平

成

二

十

一

年

一

月

一

日

三

附

則

第

四

条

第

一

項

の

改

正

規

定

、

同

条

第

二

項

の

改

正

規

定

（

「

同

項

に

規

定

す

る

」

を

削

り

、

「

も

の

が

含

ま

れ

て

い

る

」

を

「

も

の

又

は

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

す

る

肉

用

牛

の

頭

数

の

合

計

が

二

千

頭

を

超

え

る

場

合

の

当

該

超

え

る

部

分

の

免

税

対

象

飼

育

牛

が

含

ま

れ

て

い

る

」

に

改

め

る

部

分

に

限

る

。

）

、

附

則

第

七

条

の

改

正

規

定

、

附

則

第

十

三

条

の

五

の

改

正

規

定

、

同

条

を

附

則

第

十

三

条

の

六

と

す

る

改

正

規

定

及

び

附

則

第

十

三

条

の

四

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

並

び

に

次

条

第

六

項

か

ら

第

十

四

項

ま

で

の

規

定

平

成

二

十

二

年

一

月

一

日

四

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

改

正

規

定

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

の

改

正

規

定

並

び

に

次

条

第

十

五

項

か

ら

第

十

九

項

ま

で

の

規

定

平

成

二

十

二

年

四

月

一

日

第

二

条

こ

の

条

例

の

公

布

の

日

か

ら

平

成

二

十

二

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

こ

の

条

例

に



よ

る

改

正

後

の

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

（

以

下

「

新

条

例

」

と

い

う

。

）

附

則

第

十

四

条

第

四

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

」

と

あ

る

の

は

「

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

」

と

、

「

同

項

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

十

三

条

第

一

項

」

と

、

「

と

す

る

」

と

あ

る

の

は

「

と

、

附

則

第

十

三

条

の

三

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

と

す

る

」

と

す

る

。

２

新

条

例

第

三

十

六

条

の

二

か

ら

第

三

十

六

条

の

六

ま

で

の

規

定

は

、

平

成

二

十

一

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

３

新

条

例

第

二

十

条

の

二

及

び

附

則

第

三

条

の

六

の

規

定

は

、

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

平

成

二

十

年

一

月

一

日

以

後

に

支

出

す

る

新

条

例

第

二

十

条

の

二

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

４

新

条

例

附

則

第

二

条

の

二

の

二

の

規

定

は

、

租

税

特

別

措

置

法

（

昭

和

三

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

四

十

条

第

二

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

同

条

第

一

項

後

段

の

承

認

の

取

消

し

が

平

成

二

十

年

十

二

月

一

日

以

後

に

さ

れ

る

場

合

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

５

平

成

二

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

同

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

新

条

例

附

則

第

三

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

九

条

第

一

項

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

九

条

第

一

項

」

と

、

同

条

第

五

号

中

「

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

十

条

第

一

項

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

十

条

第

一

項

」

と

す

る

。

６

新

条

例

附

則

第

四

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

は

、

平

成

二

十

二

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

（

以

下

「

旧

条

例

」

と

い



う

。

）

附

則

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

免

税

対

象

飼

育

牛

に

係

る

所

得

に

係

る

平

成

二

十

一

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

７

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

平

成

二

十

一

年

一

月

一

日

か

ら

平

成

二

十

二

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

新

条

例

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

配

当

等

を

有

す

る

場

合

に

は

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

は

、

同

項

前

段

の

規

定

に

よ

り

、

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

（

同

項

前

段

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

対

し

て

課

す

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

同

条

第

一

項

前

段

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

金

額

に

相

当

す

る

額

と

す

る

。

一

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

が

百

万

円

以

下

で

あ

る

場

合

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

の

百

分

の

一

・

八

に

相

当

す

る

金

額

二

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

が

百

万

円

を

超

え

る

場

合

次

に

掲

げ

る

金

額

の

合

計

額

イ

一

万

八

千

円

ロ

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

か

ら

百

万

円

を

控

除

し

た

金

額

の

百

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

８

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

新

条

例

附

則

第

七

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

第

一

号

中

「

附

則

第

七

条

第

一

項

」

と

あ

る

の

は

、

「

附

則

第

七

条

第

一

項

（

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

平

成

二

十

年

杉

並

区

条

例

第

号

）

附

則

第

二

条

第

七

項

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

場

合

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

」

と

す

る

。



９

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

七

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

同

項

前

段

の

規

定

に

よ

り

」

と

あ

る

の

は

、

「

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

第

三

項

又

は

第

五

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

新

条

例

附

則

第

七

条

第

一

項

前

段

の

規

定

に

よ

り

」

と

す

る

。

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

五

の

規

定

は

、

平

成

二

十

二

年

一

月

一

日

以

後

に

区

民

税

の

所

得

割

の

納

10

税

義

務

者

が

交

付

を

受

け

る

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

（

次

項

及

び

第

十

三

項

に

お

い

て

「

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

新

条

例

第

十

六

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

平

成

二

十

二

年

一

月

11

一

日

か

ら

同

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

期

間

（

第

十

三

項

に

お

い

て

「

特

例

期

間

」

と

い

う

。

）

内

に

交

付

を

受

け

た

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

し

た

同

条

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

す

る

場

合

に

は

、

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

五

第

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

申

告

書

に

は

、

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

（

同

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

及

び

第

十

三

項

に

お

い

て

「

源

泉

徴

収

選

択

口

座

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

次

の

各

号

に

掲

げ

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

行

う

も

の

と

す

る

。

一

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

の

う

ち

、

そ

の

年

中

に

同

一

の

支

払

者

か

ら

支

払

を

受

け

る

べ

き

新

条

例

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

配

当

等

の

額

の

総

額

が

一

万

円

以

下

で

あ

る

も

の

と

し

て

地

方

税

法

施

行

令

及

び

国

有

資

産

等

所

在

市

町

村

交

付

金

法

施

行

令

の

一

部

を

改

正

す

る

政

令

（

平

成

二

十

年

政

令

第

百

五

十

二

号

。

以

下

「

平

成

二

十

年

改

正

令

」

と

い

う

。

）

附

則

第

七

条

第

十

項

で

定

め

る

も

の

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

十

三

項

に

お

い

て



「

少

額

配

当

等

」

と

い

う

。

）

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

少

額

配

当

等

に

係

る

所

得

二

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

の

う

ち

、

少

額

配

当

等

以

外

の

も

の

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

十

三

項

に

お

い

て

「

少

額

配

当

等

以

外

の

配

当

等

」

と

い

う

。

）

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

少

額

配

当

等

以

外

の

配

当

等

に

係

る

所

得

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

の

規

定

は

、

平

成

二

十

二

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

12

用

し

、

平

成

二

十

一

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

係

る

旧

条

例

附

則

第

十

三

条

の

五

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

の

計

算

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

申

告

す

る

13

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

う

ち

に

地

方

税

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

年

法

律

第

二

十

一

号

）

附

則

第

三

条

第

十

六

項

の

特

別

徴

収

義

務

者

が

同

項

の

規

定

に

よ

り

特

例

期

間

内

に

交

付

を

し

た

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

つ

い

て

徴

収

し

て

納

入

す

べ

き

都

民

税

の

配

当

割

の

額

の

計

算

上

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

の

額

か

ら

控

除

し

た

同

項

各

号

に

掲

げ

る

金

額

が

あ

る

場

合

に

は

、

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

第

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

新

条

例

第

十

六

条

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

は

、

当

該

控

除

し

た

次

の

各

号

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

行

う

も

の

と

す

る

。

一

当

該

控

除

し

た

金

額

の

う

ち

少

額

配

当

等

の

額

か

ら

控

除

し

た

額

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

少

額

配

当

等

に

係

る

所

得



二

当

該

控

除

し

た

金

額

の

う

ち

少

額

配

当

等

以

外

の

配

当

等

の

額

か

ら

控

除

し

た

額

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

少

額

配

当

等

以

外

の

配

当

等

に

係

る

所

得

平

成

二

十

二

年

一

月

一

日

か

ら

同

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

14

六

第

五

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

並

び

に

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

」

と

あ

る

の

は

「

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

並

び

に

附

則

第

十

三

条

の

三

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

」

と

、

「

と

す

る

」

と

あ

る

の

は

「

と

、

附

則

第

十

三

条

の

三

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

と

す

る

」

と

す

る

。

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

平

成

二

十

一

年

一

月

一

日

前

に

行

っ

た

旧

条

例

附

則

第

十

三

条

15

の

三

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

係

る

同

条

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

に

対

し

て

課

す

る

平

成

二

十

一

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

平

成

二

十

一

年

一

月

一

日

か

ら

平

成

二

十

二

年

十

二

月

三

十

16

一

日

ま

で

の

間

に

地

方

税

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

後

の

地

方

税

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

二

十

六

号

）

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

十

二

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

」

と

い

う

。

）

の

譲

渡

（

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

譲

渡

を

い

う

。

）

の

う

ち

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

二

の

二

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

上

場

株

式

等

の

譲

渡

を

し

た

場

合

に

は

、

当

該

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

、

譲

渡

所

得

及

び

雑

所

得

（

同

法

第

三

十

二

条

第

二

項

の

規

定

に

該

当

す

る

譲

渡

所

得

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

は

、

新

条

例

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得



等

の

金

額

の

う

ち

当

該

上

場

株

式

等

の

譲

渡

に

係

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

及

び

雑

所

得

の

金

額

と

し

て

平

成

二

十

年

改

正

令

附

則

第

七

条

第

十

一

項

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

て

課

す

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

新

条

例

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

金

額

に

相

当

す

る

金

額

と

す

る

。

一

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

次

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

新

条

例

附

則

第

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

新

条

例

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

が

五

百

万

円

以

下

で

あ

る

場

合

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

の

百

分

の

一

・

八

に

相

当

す

る

金

額

二

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

が

五

百

万

円

を

超

え

る

場

合

次

に

掲

げ

る

金

額

の

合

計

額

イ

九

万

円

ロ

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

か

ら

五

百

万

円

を

控

除

し

た

金

額

の

百

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

新

条

例

附

則

第

十

三

条

第

二

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

17

て

は

、

同

項

第

一

号

中

「

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

の

う

ち

に

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

平

成

二

十

年

杉

並

区

条

例

第

号

）

附

則

第

二

条

第

十

六

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

が

あ

る

場

合

に

は

、

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

か

ら

当

該

上

場

株

式

等

に

係



る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

を

控

除

し

た

残

額

又

は

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

）

」

と

す

る

。

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

十

六

項

の

規

定

の

適

18

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

、

「

計

算

し

た

金

額

（

新

条

例

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

と

す

る

。

新

条

例

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

十

六

項

の

規

定

の

適

用

に

19

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

、

「

計

算

し

た

金

額

（

新

条

例

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

と

す

る

。

新

条

例

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

は

、

同

項

に

規

定

す

る

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

平

成

20

二

十

一

年

一

月

一

日

以

後

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

同

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

に

旧

条

例

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

同

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

平

成

二

十

一

年

一

月

一

日

か

ら

平

成

二

十

二

年

十

二

月

三

十

一

日

ま

で

の

期

間

内

に

新

条

例

附

則

第

21

十

四

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

同

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

同

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

百

分

の

五

」

と

あ

る

の

は

「

百

分

の

三

」

と

、

「

百

分

の

三

」

と

あ

る

の

は

「

百

分

の

一

・

八

」

と

す

る

。

（

提

案

理

由

）

寄

附

金

控

除

を

拡

充

す

る

等

の

必

要

が

あ

る

。
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杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

新

条

例

旧

条

例

（

所

得

控

除

）

（

所

得

控

除

）

第

十

八

条

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

法

第

三

百

十

第

十

八

条

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

法

第

三

百

十

四

条

の

二

第

一

項

の

各

号

の

い

ず

れ

か

又

は

同

条

四

条

の

二

第

一

項

の

各

号

の

い

ず

れ

か

又

は

同

条

第

二

項

に

掲

げ

る

者

に

該

当

す

る

場

合

に

お

い

て

第

二

項

に

掲

げ

る

者

に

該

当

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

同

条

第

一

項

か

ら

第

十

二

項

ま

で

の

規

定

に

は

、

同

条

第

一

項

か

ら

第

十

二

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

、

雑

損

控

除

額

、

医

療

費

控

除

額

、

社

会

保

よ

り

、

雑

損

控

除

額

、

医

療

費

控

除

額

、

社

会

保

険

料

控

除

額

、

小

規

模

企

業

共

済

等

掛

金

控

除

険

料

控

除

額

、

小

規

模

企

業

共

済

等

掛

金

控

除

額

、

生

命

保

険

料

控

除

額

、

地

震

保

険

料

控

除

額

、

生

命

保

険

料

控

除

額

、

地

震

保

険

料

控

除

額

、

障

害

者

控

除

額

、

寡

婦

額

、

寄

附

金

控

除

額

、

障

害

者

控

除

額

、

寡

婦

（

寡

夫

）

控

除

額

、

勤

労

学

生

控

除

額

、

配

偶

者

（

寡

夫

）

控

除

額

、

勤

労

学

生

控

除

額

、

配

偶

者

控

除

額

、

配

偶

者

特

別

控

除

額

、

扶

養

控

除

額

又

控

除

額

、

配

偶

者

特

別

控

除

額

、

扶

養

控

除

額

又

は

基

礎

控

除

額

を

、

そ

の

者

の

前

年

の

所

得

に

つ

は

基

礎

控

除

額

を

、

そ

の

者

の

前

年

の

所

得

に

つ

い

て

算

定

し

た

総

所

得

金

額

、

退

職

所

得

金

額

又

い

て

算

定

し

た

総

所

得

金

額

、

退

職

所

得

金

額

又

は

山

林

所

得

金

額

か

ら

控

除

す

る

。

は

山

林

所

得

金

額

か

ら

控

除

す

る

。

（

寄

附

金

税

額

控

除

）

第

二

十

条

の

二

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

前

年

資 料 １



- 2 -

中

に

次

に

掲

げ

る

寄

附

金

を

支

出

し

、

当

該

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

（

当

該

合

計

額

が

前

年

の

総

所

得

金

額

、

退

職

所

得

金

額

及

び

山

林

所

得

金

額

の

合

計

額

の

百

分

の

三

十

に

相

当

す

る

金

額

を

超

え

る

場

合

に

は

、

当

該

百

分

の

三

十

に

相

当

す

る

金

額

）

が

五

千

円

を

超

え

る

場

合

に

は

、

そ

の

超

え

る

金

額

の

百

分

の

六

に

相

当

す

る

金

額

（

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

第

一

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

を

支

出

し

、

当

該

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

が

五

千

円

を

超

え

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

百

分

の

六

に

相

当

す

る

金

額

に

特

例

控

除

額

を

加

算

し

た

金

額

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

控

除

額

」

と

い

う

。

）

を

そ

の

者

の

前

二

条

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

控

除

額

が

当

該

所

得

割

の

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

控

除

額

は

、

当

該

所

得

割

の

額

に

相

当

す

る

金

額

と

す

る

。

一

都

道

府

県

、

市

町

村

又

は

特

別

区

に

対

す

る

寄

附

金

（

当

該

納

税

義

務

者

が

そ

の

寄

附

に

よ
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つ

て

設

け

ら

れ

た

設

備

を

専

属

的

に

利

用

す

る

こ

と

そ

の

他

特

別

の

利

益

が

当

該

納

税

義

務

者

に

及

ぶ

と

認

め

ら

れ

る

も

の

を

除

く

。

）

二

社

会

福

祉

法

（

昭

和

二

十

六

年

法

律

第

四

十

五

号

）

第

百

十

三

条

第

二

項

に

規

定

す

る

共

同

募

金

会

（

そ

の

主

た

る

事

務

所

を

都

内

に

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

に

対

す

る

寄

附

金

又

は

日

本

赤

十

字

社

に

対

す

る

寄

附

金

（

都

内

に

事

務

所

を

有

す

る

日

本

赤

十

字

社

の

支

部

に

お

い

て

収

納

さ

れ

た

も

の

に

限

る

。

）

で

、

地

方

税

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

二

百

四

十

五

号

。

以

下

「

令

」

と

い

う

。

）

第

七

条

の

十

七

各

号

の

規

定

に

よ

り

定

め

る

も

の

２

前

項

の

特

例

控

除

額

は

、

同

項

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

出

し

た

同

項

第

一

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

の

う

ち

五

千

円

を

超

え

る

金

額

に

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

金

額

の

五

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

（

当

該

金

額

が

当

該

納

税

義

務

者

の

前

二

条

の

規

定

を

適

資 料 １
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用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

の

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

）

と

す

る

。

一

当

該

納

税

義

務

者

が

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

総

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

課

税

総

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

課

税

総

所

得

金

額

か

ら

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

前

条

第

一

号

イ

に

掲

げ

る

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

人

的

控

除

差

調

整

額

」

と

い

う

。

）

を

控

除

し

た

金

額

が

零

以

上

で

あ

る

と

き

当

該

控

除

後

の

金

額

に

つ

い

て

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

百

九

十

五

万

円

以

下

の

金

額

百

分

の

八

十

五

百

九

十

五

万

円

を

超

え

三

百

三

十

百

分

の

八

十

万

円

以

下

の

金

額

三

百

三

十

万

円

を

超

え

六

百

九

十

百

分

の

七

十

五

万

円

以

下

の

金

額
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六

百

九

十

五

万

円

を

超

え

九

百

万

百

分

の

六

十

七

円

以

下

の

金

額

九

百

万

円

を

超

え

千

八

百

万

円

以

百

分

の

五

十

七

下

の

金

額

千

八

百

万

円

を

超

え

る

金

額

百

分

の

五

十

二

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

総

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

課

税

総

所

得

金

額

か

ら

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

人

的

控

除

差

調

整

額

を

控

除

し

た

金

額

が

零

を

下

回

る

と

き

で

あ

つ

て

、

当

該

納

税

義

務

者

が

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

山

林

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

課

税

山

林

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

及

び

同

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

退

職

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

課

税

退

職

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

を

有

し

な

い

と

き

百

分

の

九

十

三

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

総

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

当

該

課

税

総

所

得

金

額

か

資 料 １
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ら

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

人

的

控

除

差

調

整

額

を

控

除

し

た

金

額

が

零

を

下

回

る

と

き

又

は

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

総

所

得

金

額

を

有

し

な

い

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

納

税

義

務

者

が

課

税

山

林

所

得

金

額

又

は

課

税

退

職

所

得

金

額

を

有

す

る

と

き

次

の

イ

又

は

ロ

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

イ

又

は

ロ

に

定

め

る

割

合

（

イ

及

び

ロ

に

掲

げ

る

場

合

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

と

き

は

、

当

該

イ

又

は

ロ

に

定

め

る

割

合

の

う

ち

い

ず

れ

か

低

い

割

合

）

イ

課

税

山

林

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

山

林

所

得

金

額

の

五

分

の

一

に

相

当

す

る

金

額

に

つ

い

て

、

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

ロ

課

税

退

職

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

退

職

所

得

金

額

に

つ

い

て

、

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

（

外

国

税

額

控

除

）

（

外

国

税

額

控

除

）
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第

二

十

一

条

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

法

第

三

第

二

十

一

条

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

外

国

の

百

十

四

条

の

八

に

規

定

す

る

外

国

の

所

得

税

等

を

所

得

税

等

を

課

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

同

条

及

び

令

課

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

百

十

四

条

の

七

及

び

地

方

税

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

二

百

四

十

五

号

。

以

下

「

令

」

と

い

う

。

）

第

四

十

八

条

の

九

の

二

に

規

定

す

る

と

こ

ろ

に

よ

第

四

十

八

条

の

九

の

二

に

規

定

す

る

と

こ

ろ

に

よ

り

控

除

す

べ

き

額

を

、

前

三

条

の

規

定

を

適

用

し

り

控

除

す

べ

き

額

を

、

前

二

条

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

。

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

。

（

配

当

割

額

又

は

株

式

等

譲

渡

所

得

割

額

の

控

除

）

（

配

当

割

額

又

は

株

式

等

譲

渡

所

得

割

額

の

控

除

）

第

二

十

一

条

の

二

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

第

第

二

十

一

条

の

二

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

第

十

六

条

第

四

項

の

申

告

書

に

記

載

し

た

特

定

配

当

十

六

条

第

四

項

の

申

告

書

に

記

載

し

た

特

定

配

当

等

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

の

基

礎

と

な

つ

た

等

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

の

基

礎

と

な

つ

た

特

定

配

当

等

の

額

に

つ

い

て

法

第

二

章

第

一

節

第

特

定

配

当

等

の

額

に

つ

い

て

法

第

二

章

第

一

節

第

五

款

の

規

定

に

よ

り

配

当

割

額

を

課

さ

れ

た

場

合

五

款

の

規

定

に

よ

り

配

当

割

額

を

課

さ

れ

た

場

合

又

は

同

条

第

六

項

の

申

告

書

に

記

載

し

た

特

定

株

又

は

同

条

第

六

項

の

申

告

書

に

記

載

し

た

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

の

基

礎

と

な

つ

た

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

の

基

礎

と

な

つ

た

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

つ

い

て

法

第

二

章

第

一

節

第

六

款

の

規

定

に

よ

り

つ

い

て

法

第

二

章

第

一

節

第

六

款

の

規

定

に

よ

り

株

式

等

譲

渡

所

得

割

額

を

課

さ

れ

た

場

合

に

は

、

株

式

等

譲

渡

所

得

割

額

を

課

さ

れ

た

場

合

に

は

、

当

該

配

当

割

額

又

は

当

該

株

式

等

譲

渡

所

得

割

額

当

該

配

当

割

額

又

は

当

該

株

式

等

譲

渡

所

得

割

額

資 料 １
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に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

得

た

金

額

を

、

第

十

九

条

に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

得

た

金

額

を

、

前

三

条

か

ら

前

条

ま

で

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

。

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

。

２

略

２

略

３

法

第

三

十

七

条

の

四

の

規

定

に

よ

り

控

除

さ

れ

３

法

第

三

十

七

条

の

三

の

規

定

に

よ

り

控

除

さ

れ

る

べ

き

額

で

同

条

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

る

べ

き

額

で

同

条

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

つ

た

金

額

が

あ

る

と

き

は

、

当

こ

と

が

で

き

な

か

つ

た

金

額

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

控

除

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

つ

た

金

額

を

第

一

該

控

除

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

つ

た

金

額

を

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

控

除

さ

れ

る

べ

き

額

で

同

項

の

項

の

規

定

に

よ

り

控

除

さ

れ

る

べ

き

額

で

同

項

の

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

つ

所

得

割

の

額

か

ら

控

除

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

つ

た

金

額

と

み

な

し

て

、

前

項

の

規

定

を

適

用

す

た

金

額

と

み

な

し

て

、

前

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。

る

。

（

区

民

税

の

申

告

）

（

区

民

税

の

申

告

）

第

二

十

四

条

第

十

条

第

一

号

の

者

は

、

三

月

十

五

第

二

十

四

条

第

十

条

第

一

号

の

者

は

、

三

月

十

五

日

ま

で

に

、

規

則

で

定

め

る

申

告

書

を

区

長

に

提

日

ま

で

に

、

規

則

で

定

め

る

申

告

書

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

法

第

三

百

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

法

第

三

百

十

七

条

の

六

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

よ

つ

十

七

条

の

六

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

支

払

報

告

書

又

は

公

的

年

金

等

支

払

報

告

て

給

与

支

払

報

告

書

又

は

公

的

年

金

等

支

払

報

告

書

を

提

出

す

る

義

務

が

あ

る

者

か

ら

一

月

一

日

現

書

を

提

出

す

る

義

務

が

あ

る

者

か

ら

一

月

一

日

現

在

に

お

い

て

給

与

又

は

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

在

に

お

い

て

給

与

又

は

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受
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け

て

い

る

者

で

前

年

中

に

お

い

て

給

与

所

得

以

外

け

て

い

る

者

で

前

年

中

に

お

い

て

給

与

所

得

以

外

の

所

得

又

は

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

の

所

得

又

は

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

も

の

（

公

的

年

金

等

に

係

る

得

を

有

し

な

か

つ

た

も

の

（

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

者

で

社

会

保

所

得

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

者

で

社

会

保

険

料

控

除

額

（

令

第

四

十

八

条

の

九

の

七

に

規

定

険

料

控

除

額

（

令

第

四

十

八

条

の

九

の

七

に

規

定

す

る

も

の

を

除

く

。

）

、

小

規

模

企

業

共

済

等

掛

す

る

も

の

を

除

く

。

）

、

小

規

模

企

業

共

済

等

掛

金

控

除

額

、

生

命

保

険

料

控

除

額

、

地

震

保

険

料

金

控

除

額

、

生

命

保

険

料

控

除

額

、

地

震

保

険

料

控

除

額

、

寡

婦

（

寡

夫

）

控

除

額

、

勤

労

学

生

控

控

除

額

、

寡

婦

（

寡

夫

）

控

除

額

、

勤

労

学

生

控

除

額

、

配

偶

者

特

別

控

除

額

若

し

く

は

法

第

三

百

除

額

、

配

偶

者

特

別

控

除

額

若

し

く

は

法

第

三

百

十

四

条

の

二

第

五

項

に

規

定

す

る

扶

養

控

除

額

の

十

四

条

の

二

第

五

項

に

規

定

す

る

扶

養

控

除

額

の

控

除

又

は

こ

れ

ら

と

併

せ

て

雑

損

控

除

額

若

し

く

控

除

又

は

こ

れ

ら

と

併

せ

て

雑

損

控

除

額

、

医

療

は

医

療

費

控

除

額

の

控

除

、

法

費

控

除

額

若

し

く

は

寄

附

金

控

除

額

の

控

除

、

法

第

三

百

十

三

条

第

八

項

に

規

定

す

る

純

損

失

の

金

第

三

百

十

三

条

第

八

項

に

規

定

す

る

純

損

失

の

金

額

の

控

除

、

同

条

第

九

項

に

規

定

す

る

純

額

の

控

除

若

し

く

は

同

条

第

九

項

に

規

定

す

る

純

損

失

若

し

く

は

雑

損

失

の

金

額

の

控

除

若

し

く

は

損

失

若

し

く

は

雑

損

失

の

金

額

の

控

除

第

二

十

条

の

二

の

規

定

に

よ

つ

て

控

除

す

べ

き

金

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

寄

附

金

税

額

控

除

額

」

と

い

う

。

）

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

も

を

受

け

よ

う

と

す

る

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

給

与

所

得

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

給

与

所

得

等

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

者

」

と

い

等

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

者

」

と

い

資 料 １
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う

。

）

及

び

第

十

一

条

第

二

項

に

規

定

す

る

者

う

。

）

及

び

第

十

一

条

第

二

項

に

規

定

す

る

者

（

地

方

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

九

年

総

理

府

（

地

方

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

九

年

総

理

府

令

第

二

十

三

号

。

以

下

「

施

行

規

則

」

と

い

令

第

二

十

三

号

。

以

下

「

施

行

規

則

」

と

い

う

。

）

第

二

条

の

二

第

一

項

の

表

の

上

欄

の

に

う

。

）

第

二

条

の

二

第

一

項

の

表

の

上

欄

の

に

(二)

(二)

掲

げ

る

者

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

掲

げ

る

者

を

除

く

。

）

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

で

な

い

。

２

及

び

３

略

２

及

び

３

略

４

給

与

所

得

等

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

者

４

給

与

所

得

等

以

外

の

所

得

を

有

し

な

か

つ

た

者

（

第

一

項

又

は

前

項

の

規

定

に

よ

つ

て

第

一

項

の

（

第

一

項

又

は

前

項

の

規

定

に

よ

つ

て

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

有

す

る

者

を

除

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

有

す

る

者

を

除

く

。

）

は

、

雑

損

控

除

額

若

し

く

は

医

療

費

控

除

く

。

）

は

、

雑

損

控

除

額

、

医

療

費

控

除

額

若

し

額

の

控

除

、

法

第

三

百

十

三

条

く

は

寄

附

金

控

除

額

の

控

除

、

法

第

三

百

十

三

条

第

八

項

に

規

定

す

る

純

損

失

の

金

額

の

控

除

、

同

第

八

項

に

規

定

す

る

純

損

失

の

金

額

の

控

除

又

は

条

第

九

項

に

規

定

す

る

純

損

失

若

し

く

は

雑

損

同

条

第

九

項

に

規

定

す

る

純

損

失

若

し

く

は

雑

損

失

の

金

額

の

控

除

又

は

寄

附

金

税

額

控

除

額

の

控

失

の

金

額

の

控

除

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

三

月

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

三

月

十

五

日

ま

で

に

、

規

則

で

定

め

る

申

告

書

を

区

長

十

五

日

ま

で

に

、

規

則

で

定

め

る

申

告

書

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

略

５

略

６

区

長

は

、

区

民

税

の

賦

課

徴

収

に

つ

い

て

必

要

６

区

長

は

、

区

民

税

の

賦

課

徴

収

に

つ

い

て

必

要
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が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

お

い

て

は

、

第

十

条

第

が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

お

い

て

は

、

第

十

条

第

一

号

の

者

の

う

ち

所

得

税

法

第

二

百

二

十

六

条

第

一

号

の

者

の

う

ち

所

得

税

法

第

二

百

二

十

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

前

年

の

給

一

項

若

し

く

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

前

年

の

給

与

所

得

若

し

く

は

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

与

所

得

若

し

く

は

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

源

泉

徴

収

票

を

交

付

さ

れ

る

も

の

又

は

同

条

第

る

源

泉

徴

収

票

を

交

付

さ

れ

る

も

の

又

は

同

条

第

四

項

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

り

給

与

所

得

若

し

く

四

項

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

り

給

与

所

得

に

は

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

源

泉

徴

収

票

係

る

源

泉

徴

収

票

の

交

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

に

、

当

該

の

交

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

に

、

当

該

源

泉

徴

収

票

又

は

そ

の

写

し

を

提

出

さ

せ

る

こ

と

源

泉

徴

収

票

又

は

そ

の

写

し

を

提

出

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

が

で

き

る

。

７

第

十

条

第

二

号

の

者

は

、

三

月

十

五

日

ま

で

７

第

十

条

第

二

号

の

者

は

、

三

月

十

五

日

ま

で

に

、

賦

課

期

日

現

在

に

お

い

て

、

区

内

に

有

す

る

に

、

賦

課

期

日

現

在

に

お

い

て

、

区

内

に

有

す

る

事

務

所

、

事

業

所

又

は

家

屋

敷

の

所

在

そ

の

他

事

務

所

、

事

業

所

ま

た

は

家

屋

敷

の

所

在

そ

の

他

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

を

申

告

し

な

け

れ

ば

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

を

申

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

な

ら

な

い

。

（

区

民

税

の

徴

収

の

方

法

）

（

区

民

税

の

徴

収

の

方

法

）

第

二

十

八

条

区

民

税

は

、

第

三

十

三

条

、

第

三

十

第

二

十

八

条

区

民

税

は

、

第

三

十

三

条

ま

た

は

六

条

の

二

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

、

第

三

十

六

条

の

五

又

は

第

三

十

七

条

の

五

の

規

定

に

よ

つ

て

第

三

十

七

条

の

五

の

規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

る

場

合

を

除

く

ほ

か

、

普

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

る

場

合

を

除

く

ほ

か

、

普

資 料 １
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通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

２

個

人

の

都

民

税

は

、

当

該

個

人

の

区

民

税

を

賦

２

個

人

の

都

民

税

は

、

当

該

個

人

の

区

民

税

を

賦

課

し

、

及

び

徴

収

す

る

場

合

に

併

せ

て

賦

課

課

し

、

及

び

徴

収

す

る

場

合

に

あ

わ

せ

て

賦

課

し

、

及

び

徴

収

す

る

。

し

、

及

び

徴

収

す

る

。

（

区

民

税

の

納

税

通

知

書

）

（

区

民

税

の

納

税

通

知

書

）

第

三

十

条

区

民

税

の

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

第

三

十

条

区

民

税

の

納

税

通

知

書

に

記

載

す

べ

き

各

納

期

の

納

付

額

は

、

当

該

年

度

分

の

区

民

税

額

各

納

期

の

納

付

額

は

、

当

該

年

度

分

の

区

民

税

額

及

び

個

人

の

都

民

税

額

の

合

算

額

（

第

三

十

六

条

及

び

個

人

の

都

民

税

額

の

合

算

額

（

第

三

十

六

条

第

一

項

又

は

第

三

十

六

条

の

六

第

一

項

の

規

定

に

第

一

項

の

規

定

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

特

別

徴

収

の

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

金

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

金

額

に

相

当

す

る

税

額

）

を

前

条

第

一

項

の

納

期

額

に

相

当

す

る

税

額

）

を

前

条

第

一

項

の

納

期

（

第

三

十

六

条

第

一

項

又

は

第

三

十

六

条

の

六

第

（

第

三

十

六

条

第

一

項

一

項

の

規

定

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

の

規

定

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

は

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

日

以

後

に

到

来

す

る

納

期

）

の

数

で

と

と

な

つ

た

日

以

後

に

到

来

す

る

納

期

）

の

数

で

除

し

て

得

た

額

と

す

る

。

除

し

て

得

た

額

と

す

る

。

（

給

与

所

得

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

）

（

区

民

税

の

特

別

徴

収

）

第

三

十

三

条

区

民

税

の

納

税

義

務

者

が

当

該

年

度

第

三

十

三

条

区

民

税

の

納

税

義

務

者

が

の

初

日

の

属

す

る

年

の

前

年

中

に

お

い

て

給

与

の

前

年

中

に

お

い

て

給

与

の
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支

払

を

受

け

た

者

で

あ

り

、

か

つ

、

同

日

支

払

を

受

け

た

者

で

あ

り

、

か

つ

、

当

該

年

度

の

に

お

い

て

給

与

の

支

払

を

受

け

て

い

る

者

初

日

に

お

い

て

給

与

の

支

払

を

受

け

て

い

る

者

（

次

に

掲

げ

る

者

の

う

ち

特

別

徴

収

の

方

（

次

の

各

号

に

掲

げ

る

者

の

う

ち

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

著

し

く

困

難

で

あ

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

著

し

く

困

難

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

及

る

と

認

め

ら

れ

る

者

を

除

く

。

以

下

本

条

及

び

次

条

に

お

い

て

「

給

与

所

得

者

」

と

い

う

。

）

び

次

条

に

お

い

て

「

給

与

所

得

者

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

納

税

義

務

者

の

で

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

給

与

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

前

年

中

の

給

与

所

得

に

か

か

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

等

割

額

の

合

算

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

徴

収

す

る

。

一

及

び

二

略

一

及

び

二

略

２

前

項

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

、

当

該

納

税

義

２

前

項

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

所

得

に

給

与

所

得

及

び

公

的

年

務

者

の

前

年

中

の

所

得

に

給

与

所

得

以

外

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

が

あ

る

場

合

に

お

の

所

得

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

い

て

は

、

当

該

給

与

所

得

以

外

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

前

項

の

所

得

に

か

か

る

所

得

割

額

を

前

項

の

規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

の

規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

収

す

べ

き

給

与

所

得

に

か

か

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

に

加

算

し

て

特

別

徴

収

の

方

法

等

割

額

の

合

算

額

に

加

算

し

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

た

だ

し

、

第

二

十

四

条

第

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

た

だ

し

、

第

二

十

四

条

第

資 料 １
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一

項

の

申

告

書

に

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

一

項

の

申

告

書

に

給

与

所

得

以

外

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

普

の

所

得

に

か

か

る

所

得

割

額

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

い

旨

の

記

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

い

旨

の

記

載

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

載

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

３

前

項

本

文

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

所

得

者

の

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

と

な

つ

た

後

に

お

い

て

、

当

該

給

与

所

得

者

に

つ

い

て

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

適

当

で

な

い

と

認

め

ら

れ

る

特

別

の

事

情

が

生

じ

た

た

め

当

該

給

与

所

得

者

か

ら

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

こ

と

と

さ

れ

た

い

旨

の

申

出

が

あ

つ

た

場

合

で

そ

の

事

情

が

や

む

を

得

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

区

長

は

、

当

該

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係
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る

所

得

割

額

で

ま

だ

特

別

徴

収

に

よ

り

徴

収

し

て

い

な

い

額

の

全

部

又

は

一

部

を

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

り

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

４

納

税

義

務

者

で

あ

る

給

与

所

得

者

に

対

し

給

与

３

納

税

義

務

者

で

あ

る

給

与

所

得

者

に

対

し

給

与

の

支

払

を

す

る

者

に

当

該

年

度

の

初

日

の

翌

日

か

の

支

払

を

す

る

者

に

当

該

年

度

の

初

日

の

翌

日

か

ら

翌

年

の

四

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

異

動

ら

翌

年

の

四

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

異

動

を

生

じ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

給

与

所

得

者

が

を

生

じ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

給

与

所

得

者

が

当

該

給

与

所

得

者

に

対

し

て

新

た

に

給

与

の

支

払

当

該

給

与

所

得

者

に

対

し

て

新

た

に

給

与

の

支

払

を

す

る

者

と

な

つ

た

者

（

所

得

税

法

第

百

八

十

三

を

す

る

者

と

な

つ

た

者

（

所

得

税

法

第

百

八

十

三

条

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

の

支

払

を

す

る

際

所

得

条

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

の

支

払

を

す

る

際

所

得

税

を

徴

収

し

て

納

付

す

る

義

務

が

あ

る

者

に

限

税

を

徴

収

し

て

納

付

す

る

義

務

が

あ

る

者

に

限

る

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

通

じ

る

。

以

下

本

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

通

じ

て

、

当

該

異

動

に

よ

つ

て

従

前

の

給

与

の

支

払

を

て

、

当

該

異

動

に

よ

つ

て

従

前

の

給

与

の

支

払

を

す

る

者

か

ら

給

与

の

支

払

を

受

け

な

く

な

つ

た

日

す

る

者

か

ら

給

与

の

支

払

を

受

け

な

く

な

つ

た

日

の

属

す

る

月

の

翌

月

の

十

日

（

そ

の

支

払

を

受

け

の

属

す

る

月

の

翌

月

の

十

日

（

そ

の

支

払

を

受

け

な

く

な

つ

た

日

が

翌

年

の

四

月

中

で

あ

る

場

合

に

な

く

な

つ

た

日

が

翌

年

の

四

月

中

で

あ

る

場

合

に

は

、

同

月

三

十

日

）

ま

で

に

、

第

一

項

の

規

定

に

は

、

同

月

三

十

日

）

ま

で

に

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

る

べ

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

る

べ

き

前

年

中

の

給

与

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

き

前

年

中

の

給

与

所

得

に

か

か

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

（

既

に

特

別

徴

収

の

方

法

均

等

割

額

の

合

算

額

（

す

で

に

特

別

徴

収

の

方

法

資 料 １
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に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

金

額

が

あ

る

と

き

は

、

当

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

金

額

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

金

額

を

控

除

し

た

金

額

）

を

特

別

徴

収

の

方

法

該

金

額

を

控

除

し

た

金

額

）

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

い

旨

の

申

出

を

し

た

と

き

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

い

旨

の

申

出

を

し

た

と

き

は

、

当

該

合

算

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

は

、

当

該

合

算

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

当

該

申

出

が

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

当

該

申

出

が

翌

年

の

四

月

中

に

あ

つ

た

場

合

に

お

い

て

、

特

別

翌

年

の

四

月

中

に

あ

つ

た

場

合

に

お

い

て

、

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

困

難

で

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

区

長

が

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

あ

る

と

区

長

が

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

い

。

５

略

４

略

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

義

務

者

の

指

定

等

）

（

特

別

徴

収

義

務

者

の

指

定

）

第

三

十

四

条

前

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

第

三

十

四

条

前

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

よ

る

特

別

徴

収

に

か

か

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

同

条

第

一

務

者

は

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

同

条

第

一

項

の

納

税

義

務

者

に

対

し

て

給

与

の

支

払

を

す

る

項

の

納

税

義

務

者

に

対

し

て

給

与

の

支

払

を

す

る

者

（

法

人

で

な

い

社

団

又

は

財

団

で

代

表

者

又

者

（

法

人

で

な

い

社

団

ま

た

は

財

団

で

代

表

者

ま

は

管

理

人

の

定

め

の

あ

る

も

の

を

含

む

。

以

下

た

は

管

理

人

の

定

め

の

あ

る

者

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

（

他

の

区

市

町

村

内

に

お

い

て

給

与

の

同

じ

。

）

（

他

の

区

市

町

村

内

に

お

い

て

給

与

の

支

払

を

す

る

者

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

で

所

得

支

払

を

す

る

者

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

で

所

得

税

法

第

百

八

十

三

条

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

の

支

税

法

第

百

八

十

三

条

の

規

定

に

よ

つ

て

給

与

の

支



- 17 -

払

を

す

る

際

所

得

税

を

徴

収

し

て

納

付

す

る

義

務

払

を

す

る

際

所

得

税

を

徴

収

し

て

納

付

す

る

義

務

が

あ

る

も

の

と

し

、

前

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

が

あ

る

も

の

と

し

、

前

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

者

特

別

徴

収

に

か

か

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

同

項

の

当

該

給

与

所

得

者

に

対

し

て

新

た

に

は

、

同

項

の

当

該

給

与

所

得

者

に

対

し

て

新

た

に

給

与

の

支

払

を

す

る

者

と

な

つ

た

者

と

す

る

。

給

与

の

支

払

を

す

る

者

と

な

つ

た

者

と

す

る

。

２

同

一

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

前

項

の

特

別

徴

２

同

一

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

前

項

の

特

別

徴

収

義

務

者

が

二

人

以

上

あ

る

場

合

に

お

い

て

各

特

収

義

務

者

が

二

人

以

上

あ

る

場

合

に

お

い

て

各

特

別

徴

収

義

務

者

に

徴

収

さ

せ

る

給

与

所

得

に

係

る

別

徴

収

義

務

者

に

徴

収

さ

せ

る

特

別

徴

収

税

額

特

別

徴

収

税

額

は

、

区

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

は

、

区

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

る

。

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

の

納

入

の

義

（

特

別

徴

収

税

額

の

納

入

の

義

務

）

務

）

第

三

十

五

条

略

第

三

十

五

条

略

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

の

納

期

の

特

（

特

別

徴

収

税

額

の

納

期

の

特

例

）

例

）

第

三

十

五

条

の

二

第

三

十

四

条

第

一

項

の

特

別

徴

第

三

十

五

条

の

二

第

三

十

四

条

第

一

項

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

そ

の

事

務

所

、

事

業

所

そ

の

他

こ

収

義

務

者

は

、

そ

の

事

務

所

、

事

業

所

そ

の

他

こ

れ

ら

に

準

ず

る

も

の

で

給

与

の

支

払

事

務

を

取

り

れ

ら

に

準

ず

る

も

の

で

給

与

の

支

払

事

務

を

取

り

扱

う

も

の

（

給

与

の

支

払

を

受

け

る

者

が

常

時

十

扱

う

も

の

（

給

与

の

支

払

を

受

け

る

者

が

常

時

十

人

未

満

で

あ

る

も

の

に

限

る

。

以

下

こ

の

条

及

び

人

未

満

で

あ

る

も

の

に

限

る

。

以

下

本

条

及

び

資 料 １
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第

三

十

五

条

の

四

に

お

い

て

「

事

務

所

等

」

と

い

第

三

十

五

条

の

四

に

お

い

て

「

事

務

所

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

き

、

区

長

の

承

認

を

受

け

た

場

合

に

う

。

）

に

つ

き

、

区

長

の

承

認

を

受

け

た

場

合

に

は

、

六

月

か

ら

十

一

月

ま

で

及

び

十

二

月

か

ら

翌

は

、

六

月

か

ら

十

一

月

ま

で

及

び

十

二

月

か

ら

翌

年

五

月

ま

で

の

各

期

間

（

当

該

各

期

間

の

う

ち

そ

年

五

月

ま

で

の

各

期

間

（

当

該

各

期

間

の

う

ち

そ

の

承

認

を

受

け

た

日

の

属

す

る

期

間

に

つ

い

て

の

承

認

を

受

け

た

日

の

属

す

る

期

間

に

つ

い

て

は

、

そ

の

日

の

属

す

る

月

か

ら

当

該

期

間

の

最

終

は

、

そ

の

日

の

属

す

る

月

か

ら

当

該

期

間

の

最

終

月

ま

で

の

期

間

）

に

当

該

事

務

所

等

に

お

い

て

支

月

ま

で

の

期

間

）

に

当

該

事

務

所

等

に

お

い

て

支

払

つ

た

給

与

に

つ

い

て

徴

収

し

た

給

与

所

得

に

係

払

つ

た

給

与

に

つ

い

て

徴

収

し

た

特

別

徴

収

税

額

る

特

別

徴

収

税

額

を

、

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

を

、

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

各

期

間

に

属

す

る

最

終

月

の

翌

月

十

日

ず

、

当

該

各

期

間

に

属

す

る

最

終

月

の

翌

月

十

日

ま

で

に

納

入

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

で

に

納

入

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

の

普

通

徴

収

税

（

普

通

徴

収

税

額

へ

の

繰

入

）

額

へ

の

繰

入

れ

）

第

三

十

六

条

区

民

税

の

納

税

者

が

給

与

の

支

払

を

第

三

十

六

条

区

民

税

の

納

税

者

が

給

与

の

支

払

を

受

け

な

く

な

つ

た

こ

と

等

に

よ

り

給

与

所

得

に

係

受

け

な

く

な

つ

た

こ

と

等

に

よ

り

区

民

税

る

特

別

徴

収

税

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

場

合

に

お

い

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

は

、

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

金

額

に

相

当

す

る

税

額

は

、

そ

の

こ

と

と

な

つ

た

金

額

に

相

当

す

る

税

額

は

、

そ

の

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と
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と

な

つ

た

日

以

後

に

お

い

て

到

来

す

る

第

二

十

九

と

な

つ

た

日

以

後

に

お

い

て

到

来

す

る

第

二

十

九

条

第

一

項

の

納

期

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

そ

れ

条

第

一

項

の

納

期

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

そ

れ

ぞ

れ

の

納

期

に

お

い

て

、

そ

の

日

以

後

に

到

来

す

ぞ

れ

の

納

期

に

お

い

て

、

そ

の

日

以

後

に

到

来

す

る

同

項

の

納

期

が

な

い

場

合

に

お

い

て

は

直

ち

る

同

条

の

納

期

が

な

い

場

合

に

お

い

て

は

直

ち

に

、

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

も

の

に

、

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

と

す

る

。

２

法

第

三

百

二

十

一

条

の

六

第

一

項

の

通

知

に

よ

２

法

第

三

百

二

十

一

条

の

六

第

一

項

の

通

知

に

よ

つ

て

変

更

さ

れ

た

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

つ

て

変

更

さ

れ

た

特

別

徴

収

税

額

額

に

係

る

区

民

税

の

納

税

者

に

つ

い

て

、

既

に

に

か

か

る

区

民

税

の

納

税

者

に

つ

い

て

、

す

で

特

別

徴

収

義

務

者

か

ら

区

に

納

入

さ

れ

た

給

与

に

特

別

徴

収

義

務

者

か

ら

区

に

納

入

さ

れ

た

特

別

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

が

当

該

納

税

者

か

ら

徴

収

税

額

が

当

該

納

税

者

か

ら

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

徴

収

す

べ

き

特

別

徴

収

税

額

を

超

え

る

場

合

（

徴

収

す

べ

き

給

与

所

得

に

係

る

特

こ

え

る

場

合

（

徴

収

す

べ

き

特

別

徴

収

税

額

別

徴

収

税

額

が

な

い

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

が

な

い

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

当

該

納

税

者

の

未

納

に

係

る

徴

収

金

が

あ

る

と

当

該

納

税

者

の

未

納

に

か

か

る

徴

収

金

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

過

納

又

は

誤

納

に

係

る

税

額

き

は

、

当

該

過

納

ま

た

は

誤

納

に

か

か

る

税

額

は

、

法

第

十

七

条

の

二

の

規

定

に

よ

つ

て

当

該

納

は

、

法

第

十

七

条

の

二

の

規

定

に

よ

つ

て

当

該

納

税

者

の

未

納

に

係

る

徴

収

金

に

充

当

す

る

。

税

者

の

未

納

に

か

か

る

徴

収

金

に

充

当

す

る

。

（

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

区

民

税

の

特

別

徴

収

）

資 料 １
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第

三

十

六

条

の

二

区

民

税

の

納

税

義

務

者

が

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

前

年

中

に

お

い

て

公

的

年

金

等

の

支

払

を

受

け

た

者

で

あ

り

、

か

つ

、

同

日

に

お

い

て

老

齢

等

年

金

給

付

（

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

二

第

一

項

の

老

齢

等

年

金

給

付

を

い

う

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

支

払

を

受

け

て

い

る

年

齢

六

十

五

歳

以

上

の

者

（

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

が

著

し

く

困

難

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

も

の

と

し

て

次

に

掲

げ

る

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

（

当

該

納

税

義

務

者

に

係

る

均

等

割

額

を

第

三

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

。

以

下

こ

の

条

及

び

第

三

十

六

条

の

五

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

（

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

年

金

所

得

に

係

る

特
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別

徴

収

税

額

」

と

い

う

。

）

を

当

該

年

度

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

支

払

わ

れ

る

老

齢

等

年

金

給

付

か

ら

当

該

老

齢

等

年

金

給

付

の

支

払

の

際

に

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

一

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

一

月

一

日

以

後

引

き

続

き

区

の

区

域

内

に

住

所

を

有

す

る

者

で

な

い

者

二

当

該

年

度

分

の

老

齢

等

年

金

給

付

の

年

額

が

十

八

万

円

未

満

で

あ

る

者

そ

の

他

の

区

の

行

う

介

護

保

険

の

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

百

三

十

五

条

第

五

項

に

規

定

す

る

特

別

徴

収

対

象

被

保

険

者

で

な

い

者

三

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

こ

と

と

し

た

場

合

に

は

当

該

年

度

に

お

い

て

当

該

老

齢

等

年

金

給

付

の

支

払

を

受

け

な

い

こ

と

と

な

る

と

認

め

ら

れ

る

者

２

前

項

の

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

、

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

前

年

中

の

所

得

に

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

資 料 １
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得

以

外

の

所

得

が

あ

る

場

合

（

第

三

十

三

条

第

二

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

い

て

は

、

当

該

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

前

項

の

規

定

に

よ

つ

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

べ

き

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

に

加

算

し

て

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

３

第

一

項

の

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

対

し

て

課

す

る

区

民

税

の

う

ち

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

か

ら

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

控

除

し

た

額

を

第

二

十

九

条

第

一

項

の

納

期

の

う

ち

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

到

来

す

る

も

の

に

お

い

て

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

（

特

別

徴

収

義

務

者

）

第

三

十

六

条

の

三

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

係

る

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

給

与

所

得

及

び

公
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的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

所

得

割

額

を

加

算

し

た

額

と

す

る

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

特

別

徴

収

義

務

者

は

、

当

該

年

度

の

初

日

に

お

い

て

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

対

し

て

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

（

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

四

第

二

項

の

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

を

い

う

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

支

払

を

す

る

者

（

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

「

年

金

保

険

者

」

と

い

う

。

）

と

す

る

。

（

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

の

納

入

の

義

務

）

第

三

十

六

条

の

四

年

金

保

険

者

は

、

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

を

徴

収

し

た

月

の

翌

月

十

日

ま

で

に

、

そ

の

徴

収

し

た

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

を

納

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

は

、

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

き

、

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

を

当

該

年

度

の

初

日

の

属

資 料 １
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す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

係

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

の

回

数

で

除

し

て

得

た

額

と

す

る

。

（

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

等

）

第

三

十

六

条

の

五

当

該

年

度

の

初

日

の

属

す

る

年

の

前

年

の

十

月

一

日

か

ら

そ

の

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

の

際

、

前

条

第

二

項

の

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

を

徴

収

さ

れ

て

い

た

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

、

老

齢

等

年

金

給

付

が

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

支

払

わ

れ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

前

年

中

の

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

に

係

る

所

得

割

額

及

び

均

等

割

額

の

合

算

額

と

し

て

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

（

当

該

年

度

の

前

年

度

に

お

い

て

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

た

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

（

同

条

第

二

項

の

規
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定

に

よ

り

当

該

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

に

加

算

し

た

所

得

割

額

が

あ

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

所

得

割

額

を

控

除

し

た

額

）

に

相

当

す

る

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

、

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

特

別

徴

収

対

象

年

金

給

付

の

支

払

を

す

る

際

、

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

。

２

当

該

年

度

の

初

日

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

前

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

が

行

わ

れ

た

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

は

、

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

同

項

及

び

同

条

第

二

項

並

び

に

第

三

十

六

条

の

三

及

び

前

条

の

規

定

の

適

用

に

あ

つ

て

は

、

第

三

十

六

条

の

二

第

一

項

中

「

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

か

ら

第

三

十

六

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す

る

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

控

除

し

た

額

」

と

し

、

同

条

第

三

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

資 料 １
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３

第

三

十

六

条

の

三

及

び

前

条

の

規

定

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

特

別

徴

収

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

規

定

中

「

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

」

と

あ

る

の

は

「

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

」

と

、

第

三

十

六

条

の

三

中

「

前

条

第

一

項

」

と

あ

る

の

は

「

第

三

十

六

条

の

五

第

一

項

」

と

、

「

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

給

与

所

得

及

び

公

的

年

金

等

に

係

る

所

得

以

外

の

所

得

に

係

る

所

得

割

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

所

得

割

額

を

加

算

し

た

額

と

す

る

。

以

下

こ

の

節

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

と

あ

る

の

は

「

（

同

項

に

規

定

す

る

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

」

と

、

前

条

第

一

項

及

び

第

二

項

中

「

支

払

回

数

割

特

別

徴

収

税

額

」

と

あ

る

の

は

「

支

払

回

数

割

仮

特

別

徴

収

税

額

」

と

、

同

項

中

「

の

属

す

る

年

の

十

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

」

と

あ

る

の

は

「

か

ら

そ

の

日

の

属

す

る

年

の

九

月

三

十

日

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。
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（

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

等

の

普

通

徴

収

税

額

へ

の

繰

入

れ

）

第

三

十

六

条

の

六

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

七

第

一

項

又

は

第

三

項

（

こ

れ

ら

の

規

定

を

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

八

第

三

項

に

お

い

て

読

み

替

え

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

金

額

に

相

当

す

る

税

額

は

、

そ

の

特

別

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

日

以

後

に

お

い

て

到

来

す

る

第

二

十

九

条

第

一

項

の

納

期

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

そ

の

そ

れ

ぞ

れ

の

納

期

に

お

い

て

、

そ

の

日

以

後

に

到

来

す

る

同

項

の

納

期

が

な

い

場

合

に

お

い

て

は

直

ち

に

、

普

通

徴

収

の

方

法

に

よ

つ

て

徴

収

す

る

も

の

と

す

る

。

２

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

七

第

三

項

（

法

第

三

百

二

十

一

条

の

七

の

八

第

三

項

に

お

い

て

読

み

替

え

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

特

別

徴

収

の

方

法

資 料 １
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に

よ

つ

て

徴

収

さ

れ

な

い

こ

と

と

な

つ

た

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

に

つ

い

て

、

既

に

特

別

徴

収

義

務

者

か

ら

区

に

納

入

さ

れ

た

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

が

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

か

ら

徴

収

す

べ

き

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

を

超

え

る

場

合

（

徴

収

す

べ

き

年

金

所

得

に

係

る

特

別

徴

収

税

額

又

は

年

金

所

得

に

係

る

仮

特

別

徴

収

税

額

が

な

い

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

未

納

に

係

る

徴

収

金

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

過

納

又

は

誤

納

に

係

る

税

額

は

、

法

第

十

七

条

の

二

の

規

定

に

よ

つ

て

当

該

特

別

徴

収

対

象

年

金

所

得

者

の

未

納

に

係

る

徴

収

金

に

充

当

す

る

。

附

則

附

則

（

公

益

法

人

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

二

条

の

二

の

二

当

分

の

間

、

租

税

特

別

措

置

法

（

昭

和

三

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

四

十

条

第

三

項

後

段

（

同

条

第

六

項

か

ら

第

九

項

ま

で

の
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規

定

に

よ

り

み

な

し

て

適

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

の

適

用

を

受

け

た

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

公

益

法

人

等

（

同

条

第

六

項

か

ら

第

九

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

特

定

贈

与

等

に

係

る

公

益

法

人

等

と

み

な

さ

れ

る

法

人

を

含

む

。

）

を

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

贈

与

又

は

遺

贈

を

行

つ

た

個

人

と

み

な

し

て

、

令

附

則

第

三

条

の

二

の

三

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

こ

れ

に

同

項

に

規

定

す

る

財

産

（

同

法

第

四

十

条

第

六

項

か

ら

第

九

項

ま

で

の

規

定

に

よ

り

特

定

贈

与

等

に

係

る

財

産

と

み

な

さ

れ

る

資

産

を

含

む

。

）

に

係

る

山

林

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

（

区

民

税

の

所

得

割

の

非

課

税

の

範

囲

等

）

（

区

民

税

の

所

得

割

の

非

課

税

の

範

囲

等

）

第

二

条

の

三

略

第

二

条

の

三

略

２

略

２

略

３

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

３

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

と

あ

は

、

同

項

中

「

前

三

条

」

と

あ

る

の

は

、

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

及

び

附

則

る

の

は

、

「

前

三

条

及

び

附

則

資 料 １



- 30 -

第

二

条

の

三

第

二

項

」

と

す

る

。

第

二

条

の

三

第

二

項

」

と

す

る

。

（

居

住

用

財

産

の

買

換

え

等

の

場

合

の

譲

渡

損

失

の

（

居

住

用

財

産

の

買

換

え

等

の

場

合

の

譲

渡

損

失

の

損

益

通

算

及

び

繰

越

控

除

）

損

益

通

算

及

び

繰

越

控

除

）

第

三

条

略

第

三

条

略

２

略

２

略

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

の

前

年

前

三

年

内

の

年

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

の

前

年

前

三

年

内

の

年

に

生

じ

た

法

附

則

第

四

条

第

一

項

第

二

号

に

規

定

に

生

じ

た

法

附

則

第

四

条

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

通

算

後

譲

渡

損

失

の

金

額

（

こ

の

項

の

規

定

す

る

通

算

後

譲

渡

損

失

の

金

額

（

こ

の

項

の

規

定

に

よ

り

前

年

前

に

お

い

て

控

除

さ

れ

た

も

の

を

除

に

よ

り

前

年

前

に

お

い

て

控

除

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

通

算

後

譲

渡

損

失

く

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

通

算

後

譲

渡

損

失

の

金

額

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

納

税

義

務

者

が

の

金

額

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

十

二

月

三

十

一

日

に

お

い

て

当

該

通

算

後

譲

前

年

十

二

月

三

十

一

日

に

お

い

て

当

該

通

算

後

譲

渡

損

失

の

金

額

に

係

る

租

税

特

別

措

置

法

渡

損

失

の

金

額

に

係

る

租

税

特

別

措

置

法

（

昭

和

第

四

十

一

条

の

五

三

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

四

十

一

条

の

五

第

七

項

第

一

号

に

規

定

す

る

買

換

資

産

に

係

る

同

第

七

項

第

一

号

に

規

定

す

る

買

換

資

産

に

係

る

同

項

第

四

号

に

規

定

す

る

住

宅

借

入

金

等

の

金

額

を

項

第

四

号

に

規

定

す

る

住

宅

借

入

金

等

の

金

額

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

居

住

用

財

産

の

譲

渡

損

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

居

住

用

財

産

の

譲

渡

損

失

の

金

額

の

生

じ

た

年

の

末

日

の

属

す

る

年

度

の

失

の

金

額

の

生

じ

た

年

の

末

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

前

項

の

申

告

書

を

提

翌

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

前

項

の

申

告

書

を

提

出

し

た

場

合

で

あ

つ

て

、

そ

の

後

の

年

度

分

の

区

出

し

た

場

合

で

あ

つ

て

、

そ

の

後

の

年

度

分

の

区
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民

税

に

つ

い

て

連

続

し

て

通

算

後

譲

渡

損

失

の

金

民

税

に

つ

い

て

連

続

し

て

通

算

後

譲

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

た

第

二

十

四

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

た

第

二

十

四

条

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

条

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

（

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

五

項

第

一

号

及

び

そ

の

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

同

条

第

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

同

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

以

下

こ

の

五

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

提

出

し

て

い

る

と

き

に

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

提

出

し

て

い

る

と

き

に

限

り

、

法

附

則

第

三

十

四

条

第

四

項

後

段

の

規

定

限

り

、

法

附

則

第

三

十

四

条

第

四

項

後

段

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

納

税

義

務

者

の

当

該

連

続

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

納

税

義

務

者

の

当

該

連

続

し

て

提

出

さ

れ

た

申

告

書

に

係

る

各

年

度

分

の

区

し

て

提

出

さ

れ

た

申

告

書

に

係

る

各

年

度

分

の

区

民

税

に

係

る

附

則

第

十

条

第

一

項

に

規

定

す

る

長

民

税

に

係

る

附

則

第

十

条

第

一

項

に

規

定

す

る

長

期

譲

渡

所

得

の

金

額

、

附

則

第

十

二

条

第

一

項

に

期

譲

渡

所

得

の

金

額

、

附

則

第

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

短

期

譲

渡

所

得

の

金

額

、

総

所

得

金

規

定

す

る

短

期

譲

渡

所

得

の

金

額

、

総

所

得

金

額

、

退

職

所

得

金

額

又

は

山

林

所

得

金

額

の

計

算

額

、

退

職

所

得

金

額

又

は

山

林

所

得

金

額

の

計

算

上

控

除

す

る

。

た

だ

し

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

上

控

除

す

る

。

た

だ

し

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

の

合

計

所

得

金

額

が

三

千

万

円

を

超

え

る

年

度

年

の

合

計

所

得

金

額

が

三

千

万

円

を

超

え

る

年

度

分

の

区

民

税

の

所

得

割

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

分

の

区

民

税

の

所

得

割

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

で

な

い

。

資 料 １
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４

及

び

５

略

４

及

び

５

略

（

区

民

税

の

配

当

控

除

）

（

区

民

税

の

配

当

控

除

）

第

三

条

の

三

略

第

三

条

の

三

略

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

一

条

中

「

前

三

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

前

三

条

」

と

あ

る

の

は

「

前

三

条

及

び

附

則

第

三

条

条

」

と

あ

る

の

は

、

「

前

三

条

及

び

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

」

と

、

同

項

中

「

第

十

九

条

か

ら

前

の

三

第

一

項

」

と

す

る

条

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

及

び

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

」

と

す

る

。

。

（

区

民

税

の

住

宅

借

入

金

等

特

別

税

額

控

除

）

（

区

民

税

の

住

宅

借

入

金

等

特

別

税

額

控

除

）

第

三

条

の

五

略

第

三

条

の

五

略

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

二

十

一

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

一

条

中

「

前

三

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

前

三

条

」

と

あ

る

の

は

「

前

三

条

及

び

附

則

第

三

条

条

」

と

あ

る

の

は

、

「

前

三

条

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

と

、

同

項

中

「

第

十

九

条

か

ら

前

の

四

第

一

項

条

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

」

と

す

る

。

」

と

す

る

。

３

略

３

略
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（

寄

附

金

税

額

控

除

に

お

け

る

特

例

控

除

額

の

特

例

）

第

三

条

の

六

第

二

十

条

の

二

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

同

条

第

二

項

第

二

号

若

し

く

は

第

三

号

に

掲

げ

る

場

合

に

該

当

す

る

場

合

又

は

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

総

所

得

金

額

、

課

税

退

職

所

得

金

額

及

び

課

税

山

林

所

得

金

額

を

有

し

な

い

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

納

税

義

務

者

の

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

、

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

九

条

第

一

項

、

附

則

第

十

条

第

一

項

、

附

則

第

十

二

条

第

一

項

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

又

は

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

と

き

は

、

第

二

十

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

特

例

控

除

額

は

、

同

項

第

二

号

及

び

第

三

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

出

し

た

同

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

寄

附

金

の

額

の

合

計

額

の

う

ち

五

千

円

を

超

え

る

金

額

に

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

（

当

該

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

二

以

資 料 １



- 34 -

上

に

該

当

す

る

と

き

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

の

う

ち

最

も

低

い

割

合

）

を

乗

じ

て

得

た

金

額

の

五

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

（

当

該

金

額

が

当

該

納

税

義

務

者

の

第

十

九

条

及

び

第

二

十

条

の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

の

所

得

割

の

額

の

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

百

分

の

十

に

相

当

す

る

金

額

）

と

す

る

。

一

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

山

林

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

山

林

所

得

金

額

の

五

分

の

一

に

相

当

す

る

金

額

に

つ

い

て

、

第

二

十

条

の

二

第

二

項

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

二

第

十

九

条

第

二

項

に

規

定

す

る

課

税

退

職

所

得

金

額

を

有

す

る

場

合

当

該

課

税

退

職

所

得

金

額

に

つ

い

て

、

第

二

十

条

の

二

第

二

項

第

一

号

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

金

額

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

割

合

三

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

百

分

の

五
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十

四

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

百

分

の

六

十

五

前

年

中

の

所

得

に

つ

い

て

附

則

第

七

条

第

一

項

、

附

則

第

十

条

第

一

項

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

又

は

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

百

分

の

七

十

五

（

肉

用

牛

の

売

却

に

よ

る

事

業

所

得

に

係

る

区

民

税

（

肉

用

牛

の

売

却

に

よ

る

事

業

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

の

課

税

の

特

例

）

第

四

条

昭

和

五

十

七

年

度

か

ら

平

成

二

十

四

年

度

第

四

条

昭

和

五

十

七

年

度

か

ら

平

成

二

十

一

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

り

、

所

得

割

の

ま

で

の

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

り

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

二

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

二

十

五

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

売

却

の

方

法

に

よ

十

五

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

売

却

の

方

法

に

よ

り

当

該

各

号

に

定

め

る

肉

用

牛

を

売

却

し

、

か

り

当

該

各

号

に

定

め

る

肉

用

牛

を

売

却

し

、

か

つ

、

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

が

す

べ

て

同

項

に

規

つ

、

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

が

す

べ

て

同

項

に

規

定

す

る

免

税

対

象

飼

育

牛

（

次

項

に

お

い

て

「

免

定

す

る

免

税

対

象

飼

育

牛

で

あ

る

場

合

税

対

象

飼

育

牛

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

場

合

（

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

の

頭

数

の

合

計

が

二

千

頭

以

内

で

あ

る

場

合

に

限

る

。

）

に

お

い

て

、

第

二

十

に

お

い

て

、

第

二

十

資 料 １
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四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

出

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

時

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

二

十

五

条

第

一

項

の

確

定

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

二

十

五

条

第

一

項

の

確

定

申

告

書

を

含

む

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

そ

申

告

書

を

含

む

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

そ

の

肉

用

牛

の

売

却

に

係

る

同

法

第

二

十

五

条

第

一

の

肉

用

牛

の

売

却

に

係

る

同

法

第

二

十

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

事

業

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

項

に

規

定

す

る

事

業

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

の

記

載

が

あ

る

と

き

（

こ

れ

ら

の

申

告

書

に

そ

の

の

記

載

が

あ

る

と

き

（

こ

れ

ら

の

申

告

書

に

そ

の

記

載

が

な

い

こ

と

に

つ

い

て

や

む

を

得

な

い

理

由

記

載

が

な

い

こ

と

に

つ

い

て

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

区

長

が

認

め

る

と

き

を

含

む

。

次

項

に

が

あ

る

と

区

長

が

認

め

る

と

き

を

含

む

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

は

、

当

該

事

業

所

得

に

係

る

区

お

い

て

同

じ

。

）

は

、

当

該

事

業

所

得

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

（

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

民

税

の

所

得

割

の

額

（

第

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

総

所

得

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

す

る

総

所

得

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

か

ら

、

当

該

事

業

所

得

が

な

い

も

の

と

し

て

計

算

か

ら

、

当

該

事

業

所

得

が

な

い

も

の

と

し

て

計

算

し

た

場

合

に

お

け

る

同

項

の

総

所

得

金

額

に

係

る

し

た

場

合

に

お

け

る

同

項

の

総

所

得

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

を

控

除

し

た

額

と

す

区

民

税

の

所

得

割

の

額

を

控

除

し

た

額

と

す

る

。

）

を

免

除

す

る

。

る

。

）

を

免

除

す

る

。

２

前

項

に

規

定

す

る

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

２

前

項

に

規

定

す

る

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

り

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

り

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

二

十

五

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

売

別

措

置

法

第

二

十

五

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

売
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却

の

方

法

に

よ

り

当

該

各

号

に

定

め

る

肉

用

牛

を

却

の

方

法

に

よ

り

当

該

各

号

に

定

め

る

肉

用

牛

を

売

却

し

、

か

つ

、

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

の

う

ち

売

却

し

、

か

つ

、

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

の

う

ち

に

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

し

に

同

項

に

規

定

す

る

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

し

な

い

も

の

又

は

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

す

る

肉

な

い

も

の

が

含

ま

れ

て

い

る

用

牛

の

頭

数

の

合

計

が

二

千

頭

を

超

え

る

場

合

の

当

該

超

え

る

部

分

の

免

税

対

象

飼

育

牛

が

含

ま

れ

て

い

る

場

合

（

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

が

す

べ

て

場

合

（

そ

の

売

却

し

た

肉

用

牛

が

す

べ

て

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

し

な

同

項

に

規

定

す

る

免

税

対

象

飼

育

牛

に

該

当

し

な

い

も

の

で

あ

る

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

、

第

い

も

の

で

あ

る

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

、

第

二

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

に

そ

の

二

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

に

そ

の

肉

用

牛

の

売

却

に

係

る

同

法

第

二

十

五

条

第

二

項

肉

用

牛

の

売

却

に

係

る

同

法

第

二

十

五

条

第

二

項

第

二

号

に

規

定

す

る

事

業

所

得

の

明

細

に

関

す

る

第

二

号

に

規

定

す

る

事

業

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

の

記

載

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

者

の

前

年

の

事

項

の

記

載

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

者

の

前

年

の

総

所

得

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

総

所

得

金

額

に

係

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

第

十

六

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

附

則

第

三

条

第

十

六

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

前

の

三

第

一

項

及

び

前

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

に

掲

げ

る

金

額

の

ら

ず

、

次

に

掲

げ

る

金

額

の

合

計

額

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

合

計

額

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

略

一

略

二

租

税

特

別

措

置

法

第

二

十

五

条

第

二

項

第

二

二

租

税

特

別

措

置

法

第

二

十

五

条

第

二

項

第

一

資 料 １
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号

に

規

定

す

る

事

業

所

得

の

金

額

が

な

い

も

の

号

に

規

定

す

る

事

業

所

得

の

金

額

が

な

い

も

の

と

み

な

し

て

計

算

し

た

場

合

に

お

け

る

前

年

の

と

み

な

し

て

計

算

し

た

場

合

に

お

け

る

前

年

の

総

所

得

金

額

に

つ

き

、

第

十

六

条

か

ら

第

二

十

総

所

得

金

額

に

つ

き

、

第

十

六

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

一

条

ま

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

前

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

前

条

の

規

定

に

よ

り

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

計

算

し

た

所

得

割

の

額

に

相

当

す

る

金

額

計

算

し

た

所

得

割

の

額

に

相

当

す

る

金

額

３

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

３

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

二

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

」

と

あ

は

、

同

項

中

「

前

三

条

」

と

あ

る

の

は

、

「

第

十

九

条

か

ら

前

条

ま

で

及

び

附

則

る

の

は

、

「

前

三

条

及

び

附

則

第

四

条

第

二

項

」

と

す

る

。

第

四

条

第

二

項

」

と

す

る

。

（

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

に

係

る

区

民

税

の

第

七

条

削

除

課

税

の

特

例

）

第

七

条

当

分

の

間

、

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

八

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

の

配

当

等

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

の

配

当

等

」

と

い

う

。

）

を

有

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

の

支

払

を

受

け

る

べ

き

年

の

翌

年

の

四

月

一

日

の

属

す

る

年

度

分
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の

区

民

税

に

つ

い

て

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

き

こ

の

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

旨

の

記

載

の

あ

る

第

十

六

条

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

た

と

き

は

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

及

び

第

二

項

並

び

に

第

十

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

前

年

中

の

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

配

当

所

得

の

金

額

（

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

（

第

三

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

）

の

百

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

資 料 １
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２

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

第

十

六

条

第

一

項

及

び

第

二

項

並

び

に

第

十

九

条

の

規

定

の

適

用

を

受

け

た

場

合

に

は

、

当

該

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

他

の

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

に

つ

い

て

、

前

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

総

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

総

所

得

金

額

、

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

す

る

。

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一
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条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

三

第

二

十

二

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

ま

た

は

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

山

林

所

得

金

額

又

は

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

、

「

若

し

く

は

山

林

所

得

資 料 １
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金

額

」

と

あ

る

の

は

「

、

山

林

所

得

金

額

若

し

く

は

租

税

特

別

措

置

法

第

八

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

す

る

。

四

附

則

第

二

条

の

三

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

山

林

所

得

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

山

林

所

得

金

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

」

と

、

同

条

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

。

（

土

地

の

譲

渡

等

に

係

る

事

業

所

得

等

に

係

る

区

民

（

土

地

の

譲

渡

等

に

係

る

事

業

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

税

の

課

税

の

特

例

）

第

九

条

略

第

九

条

略

２

略

２

略

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま
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一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

の

額

」

と

す

る

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

資 料 １
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４

略

４

略

（

長

期

譲

渡

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

（

長

期

譲

渡

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

条

略

第

十

条

略

２

略

２

略

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

段

及

び

の

額

」

と

す

る
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第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

（

短

期

譲

渡

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

（

短

期

譲

渡

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

二

条

略

第

十

二

条

略

２

～

４

略

２

～

４

略

５

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

５

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

資 料 １
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の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

の

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

所

得

割

の

額

」

と

す

る

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

（

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

（

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

税

の

特

例

）

第

十

三

条

当

分

の

間

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

第

十

三

条

当

分

の

間

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

第

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

第

一

項

に

規

定

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

を

一

項

に

規

定

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

を
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有

す

る

場

合

に

は

、

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

有

す

る

場

合

に

は

、

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

条

の

得

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

前

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

前

年

中

の

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

年

中

の

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

第

六

項

に

定

め

る

と

こ

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

第

六

項

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

金

額

（

当

該

区

民

税

の

所

得

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

金

額

（

当

該

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

法

第

二

十

三

条

第

一

項

第

十

割

の

納

税

義

務

者

が

法

第

二

十

三

条

第

一

項

第

十

六

号

に

規

定

す

る

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

六

号

に

規

定

す

る

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

特

定

株

式

等

譲

渡

所

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

」

と

い

う

。

）

に

係

る

所

得

を

有

す

る

場

得

金

額

」

と

い

う

。

）

に

係

る

所

得

を

有

す

る

場

合

に

は

、

当

該

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

係

合

に

は

、

当

該

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

係

る

所

得

の

金

額

（

第

十

六

条

第

六

項

の

規

定

に

よ

る

所

得

の

金

額

（

第

十

六

条

第

六

項

の

規

定

に

よ

り

同

条

第

五

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

も

の

り

同

条

第

五

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

も

の

を

除

く

。

）

を

除

外

し

て

算

定

す

る

も

の

と

す

を

除

く

。

）

を

除

外

し

て

算

定

す

る

も

の

と

す

る

。

以

下

こ

の

項

に

お

る

。

以

下

こ

の

項

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

に

お

い

て

「

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

い

て

「

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

い

う

。

）

に

対

し

、

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

得

等

の

金

額

（

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

第

二

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

額

（

第

二

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

資 料 １
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合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

）

の

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

）

の

百

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

百

分

の

三

に

相

当

す

る

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

の

所

得

割

を

課

す

る

。

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

の

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

後

所

得

割

の

額

」

と

す

る

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の
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は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

（

特

定

管

理

株

式

が

価

値

を

失

つ

た

場

合

の

株

式

等

（

特

定

管

理

株

式

が

価

値

を

失

つ

た

場

合

の

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

例

）

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

例

）

第

十

三

条

の

二

略

第

十

三

条

の

二

略

２

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

２

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

の

二

第

一

項

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

特

定

管

理

口

座

（

そ

の

者

が

二

以

上

に

規

定

す

る

特

定

管

理

口

座

（

そ

の

者

が

二

以

上

の

特

定

管

理

口

座

を

有

す

る

場

合

に

は

、

そ

れ

ぞ

の

特

定

管

理

口

座

を

有

す

る

場

合

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

特

定

管

理

口

座

）

に

係

る

同

項

に

規

定

す

る

れ

の

特

定

管

理

口

座

）

に

振

替

口

座

簿

に

記

載

若

し

く

は

記

録

が

さ

れ

、

又

は

特

定

管

理

口

座

に

保

管

の

委

託

が

さ

れ

て

い

る

保

管

の

委

託

が

さ

れ

て

い

る

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

（

こ

れ

に

類

す

る

も

の

と

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

（

こ

れ

に

類

す

る

も

の

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

二

第

二

項

で

定

め

る

も

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

二

第

二

項

で

定

め

る

も

の

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

の

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

資 料 １
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し

た

場

合

に

は

、

令

附

則

第

十

八

条

の

二

第

六

項

し

た

場

合

に

は

、

令

附

則

第

十

八

条

の

二

第

六

項

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

特

定

管

理

株

式

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

当

該

特

定

管

理

株

式

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

当

該

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

以

外

の

同

法

第

三

十

七

条

の

十

第

二

項

に

の

譲

渡

以

外

の

同

法

第

三

十

七

条

の

十

第

二

項

に

規

定

す

る

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

規

定

す

る

株

式

等

の

譲

渡

に

よ

る

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

を

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

又

は

雑

所

得

の

金

額

と

を

区

分

し

て

、

こ

れ

ら

の

金

額

を

計

算

す

る

も

の

と

区

分

し

て

、

こ

れ

ら

の

金

額

を

計

算

す

る

も

の

と

す

る

。

す

る

。

３

略

３

略

第

十

三

条

の

三

削

除

（

上

場

株

式

等

を

譲

渡

し

た

場

合

の

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

三

条

の

三

平

成

十

六

年

度

か

ら

平

成

二

十

一

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

り

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

一

第

一

項

に

規

定

す

る

事

業

所

得

、

譲

渡

所

得

又

は

雑

所

得

を

有

す

る

場

合

に

は

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

の

う

ち

当

該

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

及

び

雑

所

得

の
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金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

三

第

五

項

か

ら

第

七

項

ま

で

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

金

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

て

課

す

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

同

条

第

二

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

）

の

百

分

の

一

・

八

に

相

当

す

る

額

と

す

る

。

（

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

区

民

税

の

所

得

計

算

の

特

例

）

第

十

三

条

の

五

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

六

第

一

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

（

以

下

こ

の

条

及

び

次

条

に

お

い

て

「

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

令

附

則

第

十

八

条

の

四

の

資 料 １
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二

第

十

項

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

と

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

以

外

の

配

当

等

（

所

得

税

法

第

二

十

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

配

当

等

を

い

う

。

）

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

と

を

区

分

し

て

、

こ

れ

ら

の

金

額

を

計

算

す

る

も

の

と

す

る

。

２

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

第

十

六

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

そ

の

有

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

し

た

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

す

る

場

合

に

は

、

当

該

申

告

書

に

は

、

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

（

以

下

次

条

に

お

い

て

「

源

泉

徴

収

選

択

口

座

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

行

う

も

の

と

す

る

。

（

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

損

益

通

算

及

び

（

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の
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繰

越

控

除

）

繰

越

控

除

）

第

十

三

条

の

六

所

得

割

の

納

税

義

務

者

の

平

成

二

第

十

三

条

の

五

十

二

年

度

分

以

後

の

各

年

度

分

の

法

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

十

二

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

生

じ

た

年

の

末

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

た

第

二

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

し

た

場

合

（

区

長

に

お

い

て

や

む

を

得

な

い

事

情

が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

は

、

当

該

申

告

書

を

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

し

た

場

合

を

含

む

。

）

に

限

り

、

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

の

計

算

上

控

除

す

る

。

２

前

項

の

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

同

項

の

規

定

に

よ

り

申

告

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

資 料 １
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譲

渡

損

失

の

金

額

の

う

ち

に

法

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

五

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

特

別

徴

収

義

務

者

が

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

つ

い

て

徴

収

し

て

納

入

す

べ

き

都

民

税

の

配

当

割

の

額

の

計

算

上

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

の

額

か

ら

控

除

し

た

同

項

各

号

に

掲

げ

る

損

失

の

金

額

が

あ

る

場

合

に

は

、

第

十

六

条

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

当

該

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

に

お

い

て

前

年

中

に

交

付

を

受

け

た

す

べ

て

の

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

配

当

等

に

係

る

所

得

に

つ

い

て

の

記

載

を

行

う

も

の

と

す

る

。

３

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

則

第

七

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

配

当

所

得

の

金

額

（

以

下

」

と

あ

る

の

は

、

「

配

当

所

得

の

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

以

下

」

と

す

る

。

４

所

得

割

の

納

税

義

務

者

の

前

年

前

三

年

内

の

各

所

得

割

の

納

税

義

務

者

の

前

年

前

三

年

内

の

各

年

に

生

じ

た

法

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

十

年

に

生

じ

た

法

附

則

第

三

十

五

条

の

二

の

六

第

八
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六

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

（

こ

の

項

の

規

定

に

よ

り

前

年

前

に

お

い

の

金

額

（

こ

の

項

の

規

定

に

よ

り

前

年

前

に

お

い

て

控

除

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

に

お

て

控

除

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

」

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

と

い

う

。

）

は

、

当

該

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

生

じ

た

年

の

末

日

の

属

す

る

年

度

損

失

の

金

額

の

生

じ

た

年

の

末

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

上

場

株

式

等

に

係

の

翌

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

た

第

二

十

四

条

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

載

し

た

第

二

十

四

条

第

一

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

第

六

項

に

お

い

て

準

用

す

る

同

に

よ

る

申

告

書

（

第

三

項

に

お

い

て

準

用

す

る

同

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

以

下

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

提

出

し

た

場

合

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

提

出

し

た

場

合

（

区

長

に

お

い

て

や

む

を

得

な

い

事

情

が

あ

る

と

（

区

長

に

お

い

て

や

む

を

得

な

い

事

情

が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

は

、

こ

れ

ら

の

申

告

書

を

そ

の

提

認

め

る

場

合

に

は

、

こ

れ

ら

の

申

告

書

を

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

し

た

場

合

を

含

む

。

）

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

し

た

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

、

そ

の

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

に

お

い

て

、

そ

の

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

連

続

し

て

こ

れ

ら

の

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

限

て

連

続

し

て

こ

れ

ら

の

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

を

含

む

。

）

を

提

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

を

含

む

。

）

を

提

資 料 １
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出

し

て

い

る

と

き

に

限

り

、

附

則

第

十

三

条

第

一

出

し

て

い

る

と

き

に

限

り

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

に

規

定

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

項

に

規

定

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

及

び

附

則

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

上

場

株

額

式

等

に

係

る

配

当

所

得

の

金

額

（

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

）

の

計

算

上

控

除

す

る

。

の

計

算

上

控

除

す

る

。

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

則

第

十

三

条

第

一

項

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

五

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

と

し

、

」

と

、

附

則

第

十

三

条

の

三

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

五

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

と

す

る

。

５

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

則

第

七

条

第

一

項

及

び

第

二

項

並

び

に

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

七

条

第

一

項

中

「

配

当

所

得

の

金

額

（

以

下

」
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と

あ

る

の

は

「

配

当

所

得

の

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

以

下

」

と

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

と

し

、

」

と

す

る

。

６

第

二

十

四

条

第

五

項

の

規

定

は

、

同

条

第

一

項

３

第

二

十

四

条

第

五

項

の

規

定

は

、

同

条

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

者

（

同

条

第

三

項

の

規

定

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

者

（

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

有

す

る

者

を

除

く

。

）

が

、

当

該

年

度

の

翌

務

を

有

す

る

者

を

除

く

。

）

が

、

当

該

年

度

の

翌

年

度

以

後

の

年

度

に

お

い

て

第

四

項

の

規

定

の

適

年

度

以

後

の

年

度

に

お

い

て

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

年

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

年

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

同

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

度

の

区

民

税

に

つ

い

て

同

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

提

出

す

べ

き

場

合

及

び

同

条

第

五

項

る

申

告

書

を

提

出

す

べ

き

場

合

及

び

同

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

の

規

定

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

な

い

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

な

い

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

条

第

五

項

中

「

純

損

失

又

は

雑

損

失

の

い

て

、

同

条

第

五

項

中

「

純

損

失

又

は

雑

損

失

の

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

十

三

条

の

六

第

四

金

額

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

十

三

条

の

五

第

一

資 料 １
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項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

」

と

、

「

、

第

一

項

の

申

告

書

」

と

あ

る

の

金

額

」

と

、

「

、

第

一

項

の

申

告

書

」

と

あ

る

の

は

「

、

同

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

は

「

、

同

項

に

規

定

す

る

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

渡

損

失

の

金

額

の

控

除

に

関

す

る

事

項

を

記

載

し

た

規

則

で

定

め

る

申

告

書

」

と

読

み

替

え

る

も

の

た

規

則

で

定

め

る

申

告

書

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

と

す

る

。

７

第

四

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

４

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

二

十

五

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

二

十

五

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

確

定

申

告

書

（

」

と

あ

る

の

は

「

確

第

一

項

中

「

確

定

申

告

書

（

」

と

あ

る

の

は

「

確

定

申

告

書

（

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

定

申

告

書

（

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

二

の

二

第

十

一

項

（

同

法

第

三

十

七

条

の

十

三

の

二

の

二

第

五

項

（

同

法

第

三

十

七

条

の

十

三

の

二

第

七

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

二

第

七

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

お

い

て

準

用

す

る

所

得

税

法

第

百

二

十

三

条

第

に

お

い

て

準

用

す

る

所

得

税

法

第

百

二

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

」

と

、

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

を

含

む

。

」

と

、

「

又

は

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

又

は

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

又

は

附

則

「

若

し

く

は

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

又

は

附

則

第

十

三

条

の

六

第

六

項

に

お

い

て

準

用

す

る

前

条

第

十

三

条

の

五

第

三

項

に

お

い

て

準

用

す

る

前

条

第

五

項

」

と

、

同

条

第

二

項

中

「

又

は

第

三

項

か

第

五

項

」

と

、

同

条

第

二

項

中

「

又

は

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

第

三

ら

第

五

項

ま

で

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

又

は

附

則

第

十

三

条

の

六

第

項

か

ら

第

五

項

ま

で

又

は

附

則

第

十

三

条

の

五

第
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六

項

に

お

い

て

準

用

す

る

前

条

第

五

項

」

と

す

三

項

に

お

い

て

準

用

す

る

前

条

第

五

項

」

と

す

る

。

る

。

（

特

定

中

小

会

社

が

発

行

し

た

株

式

に

係

る

譲

渡

損

（

特

定

中

小

会

社

が

発

行

し

た

株

式

に

係

る

譲

渡

損

失

の

繰

越

控

除

等

）

失

の

繰

越

控

除

等

）

第

十

四

条

略

第

十

四

条

略

２

及

び

３

略

２

及

び

３

略

４

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

４

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

則

第

十

三

条

第

一

項

及

び

附

則

第

十

三

条

の

三

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

計

算

し

た

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

附

則

第

十

三

条

第

一

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

、

「

計

算

項

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

し

た

金

額

（

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

と

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

と

し

、

」

し

、

」

と

、

附

則

第

十

三

条

の

三

中

「

計

算

し

た

金

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

計

算

し

た

金

額

（

附

則

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

と

す

る

。

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

。

」

と

す

る

。

５

及

び

６

略

５

及

び

６

略

（

先

物

取

引

に

係

る

雑

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

（

先

物

取

引

に

係

る

雑

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

二

略

第

十

四

条

の

二

略

資 料 １
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２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中
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「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

（

条

約

適

用

利

子

等

及

び

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

（

条

約

適

用

利

子

等

及

び

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

四

略

第

十

四

条

の

四

略

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

２

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

資 料 １
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項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

の

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

す

る

一

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

す

る

。

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

次

項

に

お

い

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

次

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

て

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

は

適

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

条

約

適

用

し

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九
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条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

以

下

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

第

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

（

平

成

二

十

一

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

の

税

率

か

ら

限

度

税

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

三

）

の

税

率

か

ら

限

度

税

率

を

控

除

し

て

得

た

率

に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

得

率

を

控

除

し

て

得

た

率

に

五

分

の

三

を

乗

じ

て

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

法

第

三

条

の

二

の

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

二

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

百

分

の

三

百

分

の

三

（

同

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

税

率

）

を

の

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

一

・

八

）

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

得

割

を

課

す

る

。

４

略

４

略

５

第

三

項

後

段

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

５

第

三

項

後

段

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

資 料 １
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一

略

一

略

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

ま

で

、

第

二

十

二

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

ま

一

条

の

二

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

で

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

、

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

及

び

附

則

第

三

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

条

の

六

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

条

、

第

二

十

条

の

二

第

一

項

前

段

、

第

二

十

一

の

規

定

条

及

び

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

附

則

第

三

条

の

五

第

一

項

中

「

所

得

割

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

」

と

、

第

二

十

条

の

二

第

一

税

の

所

得

割

の

額

」

項

後

段

及

び

第

二

項

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

及

び

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

附

則

第

三

条

の

六

中

「

所

得

割

の

額

」

と

あ

る

の

は

「

所

得

割

の

額

並

び

に

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

の

規

定

に

よ

る
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区

民

税

の

所

得

割

の

額

の

合

計

額

」

と

、

第

二

と

、

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

第

十

六

条

第

四

項

」

十

一

条

の

二

第

一

項

中

「

第

十

六

条

第

四

項

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

十

四

条

の

四

第

四

項

」

と

あ

る

の

は

「

附

則

第

十

四

条

の

四

第

四

項

」

と

す

る

。

と

す

る

。

三

及

び

四

略

三

及

び

四

略

６

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

一

６

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

（

第

三

項

後

段

の

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

（

第

三

項

後

段

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

け

る

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

け

る

第

二

十

一

条

の

二

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

二

十

一

条

の

二

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

又

は

同

条

第

六

項

」

と

あ

る

の

同

条

第

一

項

中

「

又

は

同

条

第

六

項

」

と

あ

る

の

は

「

若

し

く

は

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

に

規

は

「

若

し

く

は

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

以

下

「

条

約

適

用

配

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

以

下

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

係

る

所

得

が

生

じ

た

年

の

当

等

」

と

い

う

。

）

に

係

る

所

得

が

生

じ

た

年

の

翌

年

の

四

月

一

日

の

属

す

る

年

度

分

の

第

二

十

四

翌

年

の

四

月

一

日

の

属

す

る

年

度

分

の

第

二

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

告

書

（

そ

の

提

出

期

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

限

後

に

お

い

て

区

民

税

の

納

税

通

知

書

が

送

達

さ

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

時

ま

れ

る

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

も

の

及

び

そ

の

時

ま

で

に

提

出

さ

れ

た

第

二

十

五

条

第

一

項

の

確

定

申

で

に

提

出

さ

れ

た

第

二

十

五

条

第

一

項

の

確

定

申

告

書

を

含

む

。

）

に

こ

の

項

の

規

定

の

適

用

を

受

告

書

を

含

む

。

）

に

こ

の

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

旨

及

び

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

け

よ

う

と

す

る

旨

及

び

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

資 料 １
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係

る

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

の

記

載

が

あ

る

係

る

所

得

の

明

細

に

関

す

る

事

項

の

記

載

が

あ

る

場

合

（

こ

れ

ら

の

申

告

書

に

そ

れ

ら

の

記

載

が

な

場

合

（

こ

れ

ら

の

申

告

書

に

そ

れ

ら

の

記

載

が

な

い

こ

と

に

つ

い

て

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

い

こ

と

に

つ

い

て

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

区

長

が

認

め

る

場

合

を

含

む

。

）

で

あ

つ

て

、

当

区

長

が

認

め

る

場

合

を

含

む

。

）

で

あ

つ

て

、

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

該

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

所

得

の

金

額

の

計

算

の

基

礎

と

な

つ

た

条

約

適

用

配

当

等

の

額

に

つ

い

の

基

礎

と

な

つ

た

条

約

適

用

配

当

等

の

額

に

つ

い

て

租

税

条

約

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

法

、

法

人

税

て

租

税

条

約

の

実

施

に

伴

う

所

得

税

法

、

法

人

税

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

る

法

律

（

昭

法

及

び

地

方

税

法

の

特

例

等

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

四

十

四

年

法

律

第

四

十

六

号

。

以

下

「

租

税

条

和

四

十

四

年

法

律

第

四

十

六

号

。

以

下

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

」

と

い

う

。

）

第

三

条

の

二

の

二

約

実

施

特

例

法

」

と

い

う

。

）

第

三

条

の

二

の

二

第

一

項

の

規

定

及

び

法

第

二

章

第

一

節

第

五

款

の

第

一

項

の

規

定

及

び

法

第

二

章

第

一

節

第

五

款

の

規

定

に

よ

り

配

当

割

額

を

課

さ

れ

た

と

き

、

又

は

規

定

に

よ

り

配

当

割

額

を

課

さ

れ

た

と

き

、

又

は

第

十

六

条

第

六

項

」

と

、

同

条

第

三

項

中

「

法

第

第

十

六

条

第

六

項

」

と

、

同

条

第

三

項

中

「

法

第

三

十

七

条

の

四

」

と

あ

る

の

は

「

租

税

条

約

実

施

三

十

七

条

の

三

」

と

あ

る

の

は

「

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

九

項

の

規

定

に

よ

り

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

九

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

法

第

三

十

七

条

の

四

」

読

み

替

え

て

適

用

さ

れ

る

法

第

三

十

七

条

の

三

」

と

す

る

。

と

す

る

。

（

保

険

料

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

（

保

険

料

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

五

略

第

十

四

条

の

五

略

２

第

二

十

四

条

第

四

項

の

規

定

は

、

前

項

の

納

税

２

第

二

十

四

条

第

四

項

の

規

定

は

、

前

項

の

納

税
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義

務

者

（

同

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

義

務

者

（

同

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

有

す

る

者

を

除

く

。

）

が

前

項

の

規

定

に

よ

り

適

有

す

る

者

を

除

く

。

）

が

前

項

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

り

社

会

保

険

料

用

さ

れ

る

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

り

社

会

保

険

料

控

除

額

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

つ

い

控

除

額

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

条

第

四

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

条

第

四

項

中

「

若

し

く

は

医

療

費

控

除

額

」

と

あ

る

の

項

中

「

医

療

費

控

除

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

、

医

療

費

控

除

額

若

し

く

は

社

会

保

険

料

は

、

「

医

療

費

控

除

額

、

社

会

保

険

料

控

除

額

控

除

額

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。
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杉並区特別区税条例の主な改正点 

 

税
目 

改 正 内 容 施行日 適用関係 

 
１ 寄附金控除の拡充 
 
（１）税額を軽減する方式を「所得控除方式（税

率を乗じる前の所得金額から一定額を差し引

く方式）」から「税額控除方式（税率を乗じ

た後の算出税額から一定額を差し引く方

式）」に改め、税額の控除率を６％とする。

（区税条例第 20 条の２・地方税法第 314 条
の７） 

 
 
（２）控除対象限度額を総所得金額等の「25％」
から「30％」に引き上げ、適用下限額を
「10万円」から「５千円」に引き下げる。 
（区税条例第 20 条の２・地方税法第 314 条
の７）    

 

特 

別 

区 

民 

税  
（３）地方公共団体に対する寄附金について、５

千円を超える寄附金に（１）の税額控除を適

用した上で、その超える金額に、90％から寄
附者に適用される所得税の限界税率を控除し

た率を乗じ、得た金額の５分の３に相当する

金額（所得割の額の 10％に相当する金額を
限度とする。）を税額控除することとする。

（区税条例第 20 条の２及び附則第３条の
６・地方税法第 314条の７及び附則第５条の
５） 
 

 
平成 21年４
月１日 

 
平成 21年度
分から適用 

資 料 ２ 
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税
目 

改 正 内 容 施行日 適用関係 

 
２ 公的年金からの特別徴収制度の創設 
 
（１）特別徴収の対象者は、納税義務者のうち、

前年中に公的年金等の支払を受けた者であっ

て、当該年度の初日において国民年金法に基

づく老齢基礎年金等（以下「老齢等年金給

付」という。）の支払を受けている 65 歳以
上のものとする。 
（区税条例第 36 条の２・地方税法第 321 条
の７の２） 

 
 
（２）特別徴収の対象税額は、公的年金等に係る

所得に係る所得割額及び均等割額とする。

（区税条例第 36 条の２及び第 36 条の５・
地方税法第 321 条の７の２及び第 321 条の
７の８）    

 
 
（３）特別徴収義務者は、老齢等年金給付の支払

をする者（以下「年金保険者」という。）と

し、年金保険者は、老齢等年金給付の支払を

する際に徴収した税額を、その徴収した月の

翌月の 10 日までに区に納入する義務を負う
こととする。 
（区税条例第 36 条の３及び第 36 条の４・
地方税法第 321 条の７の４及び第 321 条の
７の６） 

 

 
平成 21年４
月１日 

 
平成 21年度
分から適用 

特 

別 

区 

民 

税 

 
３ 肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特

例の適用期限の延長等 
 
   免税対象飼育牛の売却頭数が年間２千頭を

超える場合には、その超える部分の所得につ

いて免税対象から除外するとともに、その適

用期限を３年延長し、平成 24 年度までとす
る。 
（区税条例附則第４条・地方税法附則第６

条） 
 

 
平成 22 年 1
月１日 

 
平成 22年度
分から適用 
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税
目 

改 正 内 容 施行日 適用関係 

 
４ 上場株式等に係る譲渡所得等及び配当所得に

係る課税の見直し 
 
（１）上場株式等を譲渡した場合の株式等に係る

譲渡所得等の課税の特例の廃止 
 
平成 20 年 12 月 31 日までの間に行われ
る上場株式等の譲渡に係る税率を 1.8 ％に
軽減する特例を廃止する。 
（改正前の区税条例附則第 13 条の３・改
正前の地方税法附則第 35条の２の３） 

 
 
（１）の特例措置として、平成 21 年１月
１日から平成 22 年 12 月 31 日までの間に行
われる上場株式等の譲渡に係る譲渡所得等の

金額のうち、500 万円以下の部分に対する税
率については、1.8 ％とする。 
（改正区税条例附則第２条・改正地方税法附

則第８条） 
 

 
平成 22年４
月１日 
 
 

 
平成 22年度
分から適用 
 
 

 
（２）上場株式等に係る配当所得の申告分離選択

課税の創設 
 
  所得割の納税義務者が、平成 21 年１月
１日以後に支払を受けるべき上場株式等に

係る配当所得について申告した場合、総合

課税と３％の税率による申告分離課税のい

ずれかを選択できることとする。 
（区税条例附則第７条・地方税法附則第

33条の２） 
 

特 

別 

区 

民 

税 

 
（２）において申告分離課税を選択した場

合、平成 21 年１月１日から平成 22 年 12 月
31 日までの間に支払を受けるべき上場株式
等に係る配当所得の金額のうち、100 万円以
下の部分に対する税率については、特例措置

として 1.8 ％とする。 
（改正区税条例附則第２条・改正地方税法附

則第８条） 

 
平成 22年１
月１日 
 
 

 
平成 22年度
分から適用 
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税
目 

改 正 内 容 施行日 適用関係 

特 

別 

区 

民 

税 

 
（３）上場株式等に係る譲渡損失と上場株式等に

係る配当所得との間の損益通算の特例の創設

 
平成 22 年度以後の各年度分の区民税に
ついて、前年分の上場株式等に係る譲渡損

失の金額があるとき又は前年前３年以内の

各年に生じた上場株式等に係る譲渡損失の

金額（前年前に既に控除したものを除

く。）があるときは、これらの損失の金額

を、申告分離課税を選択した上場株式等に

係る配当所得の金額から控除する。 
（区税条例附則第 13 条の６・地方税法附
則第 35条の２の６） 

 

 
平成 22年１
月１日 

 
平成 22年度
分から適用 


